
同
化
と
異
化
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明
代
広
西
の
「
狢
撞
」
と
土
官
零
氏
一
族

山

崎

岳

門
要
約
】
　
明
清
時
代
、
華
南
地
方
の
山
地
一
帯
に
は
悪
心
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
暮
ら
し
て
い
た
。
彼
ら
は
、
官
府
当
局
か
ら
は
し
ば
し
ば
現
地
の
治
安
秩

序
を
脅
か
す
敵
対
勢
力
と
み
な
さ
れ
た
が
、
同
時
に
山
間
の
田
地
を
耕
す
農
業
労
働
者
と
し
て
漢
人
社
会
と
密
接
な
つ
な
が
り
を
も
ち
、
漢
人
の
中
に
も

こ
れ
と
積
極
的
に
交
わ
ろ
う
と
す
る
人
々
も
あ
っ
た
。
一
方
、
広
西
西
部
の
府
州
県
に
は
土
人
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
広
く
分
布
し
て
い
た
。
彼
ら
は
漢
地

一
般
の
民
と
は
種
族
を
異
に
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
が
、
土
官
に
服
す
る
良
民
と
し
て
、
狢
狸
と
も
～
線
を
画
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
猪
猟

は
狼
兵
と
し
て
塩
鱒
支
配
下
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
土
人
へ
と
同
化
し
て
い
っ
た
。
土
干
た
ち
は
互
い
に
領
土
や
継
承
問
題
を
め
ぐ
っ
て
抗
争
に
明

け
暮
れ
て
お
り
、
省
厚
司
や
総
督
巡
撫
は
こ
れ
を
問
題
醸
し
て
し
ば
し
ば
改
土
帰
流
を
試
み
た
が
、
常
に
成
功
を
収
め
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、

土
官
が
猪
狸
の
馴
化
と
土
人
祉
会
の
安
定
を
担
う
機
構
と
し
て
、
官
府
に
と
っ
て
も
土
人
た
ち
に
と
っ
て
も
必
要
な
存
在
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吏
林
　
九
四
巻
…
号
　
二
〇
＝
年
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

現
在
の
中
国
領
の
南
町
を
め
ぐ
る
亜
熱
帯
地
域
は
、
古
来
中
原
の
漢
人
か
ら
「
療
癒
の
地
」
と
呼
ば
れ
、
文
化
的
に
も
政
治
的
に
も
常
に
辺

境
地
帯
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
気
候
植
生
か
ら
風
土
人
情
に
い
た
る
ま
で
華
北
と
も
保
工
と
も
異
な
る
特
質
を
も
つ
こ
の
地
域
は
、
珠
江
デ
ル

タ
の
沖
積
平
野
を
除
け
ば
、
大
部
分
が
広
大
な
山
岳
地
帯
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
照
葉
樹
林
に
覆
わ
れ
た
岩
山
の
間
を
大
小
の
峡
谷
が
縫
う
よ
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う
に
め
ぐ
っ
て
い
る
。
西
南
山
地
の
奥
深
く
分
け
入
れ
ば
、
浅
瀬
の
多
い
急
流
は
舟
行
の
便
に
乏
し
く
、
切
り
立
っ
た
山
嶺
は
水
系
を
隔
て
た

人
馬
の
往
来
を
妨
げ
、
群
小
の
盆
地
が
相
互
に
気
密
性
の
高
い
空
間
を
形
づ
く
り
つ
つ
山
々
の
問
に
遍
在
す
る
。
こ
う
し
た
地
理
的
条
件
に
よ

っ
て
、
こ
の
地
域
の
山
影
地
帯
に
は
中
原
王
朝
の
一
元
的
な
支
配
が
か
な
り
後
代
に
な
っ
て
も
浸
透
せ
ず
、
多
様
な
言
語
・
風
俗
・
生
活
様
式

が
互
い
に
影
響
を
及
ぼ
し
あ
い
な
が
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
空
間
に
す
み
わ
け
な
が
ら
存
続
し
て
き
た
。
ま
た
、
漢
文
化
と
山
地
民
の
文
化
が
立
ち

交
じ
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
こ
の
地
域
の
人
々
は
様
々
な
形
で
中
原
の
文
化
的
・
政
治
的
・
経
済
的
な
影
響
を
蒙
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

ス
テ
ッ
プ
と
温
帯
を
ま
た
い
だ
人
力
と
経
済
力
を
結
集
し
、
一
元
的
な
秩
序
の
も
と
に
組
織
化
さ
れ
集
中
化
さ
れ
た
中
原
の
政
治
権
力
は
、
大

規
模
な
軍
事
行
動
と
周
到
な
同
化
政
策
に
よ
っ
て
土
着
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
解
体
し
、
こ
の
地
を
「
中
国
の
分
割
す
べ
か
ら
ざ
る
一
部
分
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
組
み
込
む
こ
と
を
は
か
っ
て
き
た
。

　
明
清
蒔
代
、
広
東
と
広
西
を
あ
わ
せ
た
両
広
地
方
で
は
、
「
狢
猿
」
と
呼
ば
れ
る
～
群
の
人
々
の
相
継
ぐ
反
乱
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

た
。
「
狢
獲
」
と
は
黒
人
と
世
人
と
を
並
称
し
、
一
体
を
な
す
も
の
と
し
て
呼
び
習
わ
し
た
も
の
で
、
一
般
に
は
現
在
の
瑞
族
と
壮
族
に
あ
た

る
入
津
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
に
は
＝
疋
の
留
保
が
必
要
で
あ
る
。
現
代
中
国
の
「
民
族
」
．
と
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
始

ま
る
民
族
識
別
工
作
に
よ
っ
て
画
定
さ
れ
た
分
類
に
基
づ
き
、
中
国
公
民
が
戸
籍
上
登
録
さ
れ
る
固
定
的
な
身
分
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
戸
籍

上
は
「
少
数
民
族
」
で
あ
っ
て
も
、
ま
っ
た
く
「
漢
族
」
と
変
わ
ら
な
い
生
活
を
送
る
人
々
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
明
清
時
代
の

史
料
上
に
現
れ
る
民
族
名
は
、
往
々
に
し
て
状
況
に
依
存
し
た
慣
習
的
な
呼
称
で
あ
り
、
通
常
は
制
度
的
な
裏
付
け
を
と
も
な
う
も
の
で
は
な

い
。
当
然
そ
こ
に
は
あ
る
種
の
柔
軟
性
、
す
な
わ
ち
時
と
場
合
に
応
じ
た
呼
び
分
け
の
揺
ら
ぎ
が
生
じ
、
「
民
族
」
の
境
は
し
ば
し
ば
曖
昧
な

も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
物
・

　
現
代
君
国
の
「
少
数
民
族
」
と
明
清
時
代
の
民
族
呼
称
と
の
食
い
違
い
を
示
す
顕
著
な
一
例
を
挙
げ
よ
う
。
現
在
中
国
国
内
の
幽
居
は
、
全

人
口
の
九
割
余
広
西
年
下
自
治
区
に
住
民
登
録
さ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
大
部
分
が
南
寧
市
や
百
色
地
区
を
中
心
と
す
る
西
半
部
に
居
住
す
る

　
　
　
③

と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
十
七
世
紀
初
頭
に
編
纂
さ
れ
た
あ
る
地
誌
に
よ
れ
ば
、
狢
・
撞
な
ど
非
漢
系
親
族
の
村
落
は
む
し
ろ
桂
林
府
や
平
楽
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府
な
ど
東
半
部
に
多
く
記
録
さ
れ
、
省
域
西
部
は
大
半
が
民
村
に
占
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
論
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
現
在
「
壮
族
」

が
多
数
を
占
め
る
広
西
西
部
の
住
民
を
「
撞
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
、
こ
の
時
代
必
ず
し
も
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
。
「
南
面
」
と
い
う
枠
組
み
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

こ
の
当
時
ま
だ
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
関
連
し
て
、
共
和
国
の
民
族
識
別
工
作
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
費
孝
通
は
、
一
九
五
二
年
に
発
表
さ
れ
た
報
告
の
申

で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
広
西
に
は
「
土
人
」
あ
る
い
は
「
本
地
人
」
と
自
称
す
る
人
々
が
住
ん
で
お
り
、
東
南
部
の
一
〇
数
県
を
除
く

各
地
に
広
く
分
布
し
て
い
た
。
桂
林
か
ら
南
寧
ま
で
延
び
る
鉄
道
よ
り
西
で
は
、
こ
の
「
土
人
」
が
農
村
で
主
要
な
地
位
を
占
め
て
お
り
、
彼

ら
が
話
す
「
土
話
扁
と
呼
ば
れ
る
雷
語
は
、
シ
ナ
・
チ
ベ
ッ
ト
語
族
で
は
あ
る
が
漢
語
と
は
別
系
統
の
タ
イ
・
カ
ダ
イ
語
族
に
属
し
、
ま
た
の

名
を
「
実
語
」
と
い
っ
た
。
こ
の
「
禅
話
」
を
話
す
人
々
は
、
広
西
北
部
、
特
に
比
較
的
辺
鄙
な
地
域
で
は
、
苗
や
億
と
雑
居
し
て
等
し
く

「
少
数
民
族
」
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
も
ま
た
自
分
た
ち
は
憧
人
で
あ
る
と
認
め
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
ら
が
人
口
の
多
数
を
占

め
、
比
較
的
高
い
社
会
的
地
位
に
就
い
て
い
る
地
域
で
は
、
彼
ら
は
自
身
を
苗
や
儀
と
同
じ
「
少
数
民
族
」
と
は
認
め
ず
、
「
憧
語
を
話
す
漢

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

族
」
だ
と
信
じ
て
い
た
。

　
同
自
治
区
西
部
、
と
く
に
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
の
国
境
に
近
い
左
江
・
右
江
の
両
前
流
域
は
、
長
ら
く
中
央
の
直
接
統
治
下
に
置
か
れ
る
こ
と
の

な
か
っ
た
地
域
で
あ
る
。
唐
宋
時
代
に
羅
靡
州
県
が
設
け
ら
れ
、
元
代
以
降
は
芸
者
な
い
し
土
司
と
呼
ば
れ
る
世
襲
の
地
方
官
に
よ
っ
て
～
種

の
領
主
制
が
布
か
れ
た
こ
と
で
、
こ
の
地
域
の
社
会
は
、
同
じ
く
中
国
王
朝
の
統
治
に
あ
り
な
が
ら
も
漢
地
の
一
般
州
県
と
は
一
線
を
画
す
る

歴
史
を
歩
ん
で
き
た
。
土
官
の
領
民
は
土
民
あ
る
い
は
土
人
と
呼
ば
れ
、
兵
と
し
て
徴
発
さ
れ
た
も
の
は
特
に
土
兵
と
通
称
さ
れ
た
。
こ
の

「
土
」
と
は
、
直
訳
す
れ
ば
「
土
着
の
」
な
い
し
「
そ
の
土
地
の
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
「
狢
猿
U
の
よ
う
に
特
定
の
帰
属
集
団
を
指
し
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

す
言
葉
で
は
な
い
。
だ
が
、
多
く
の
漢
人
た
ち
は
、
広
西
の
「
土
人
」
を
漢
地
一
般
の
編
戸
の
斉
唱
と
は
異
質
の
人
々
と
認
識
し
て
い
た
。

　
現
代
中
国
の
「
壮
族
」
が
、
布
憧
・
布
越
伊
・
布
土
・
言
々
・
布
狼
な
ど
な
ど
、
よ
り
小
規
模
な
集
団
へ
の
帰
属
意
識
を
政
策
的
に
統
合
す

る
こ
と
で
「
創
り
出
さ
れ
た
」
民
族
で
あ
る
こ
と
は
、
研
究
者
の
間
で
は
常
識
に
属
す
る
。
だ
が
、
後
世
「
群
臣
」
と
し
て
統
合
さ
れ
る
狸
人
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と
土
人
が
、
互
い
に
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
の
か
が
正
面
か
ら
問
わ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
両
者
は
「
同
じ
民
族
」
の
中
の
別
々
の
支
系
と
い

う
程
度
の
粗
い
認
識
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
き
た
。
明
清
時
代
の
文
献
に
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
狼
人
と
い
う
呼
称
も
現
れ
て
は
「
狼
獲
」
・
「
土

狼
」
な
ど
と
熟
さ
れ
、
さ
な
が
ら
三
つ
巴
の
趣
を
呈
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
民
族
呼
称
が
雑
然
と
混
在
し
て
き
た
こ
と
で
、
西
南
中
国
に
は
呼

称
に
相
当
す
る
数
の
「
少
数
民
族
」
が
横
並
び
に
並
存
し
、
相
互
に
孤
立
し
た
各
個
民
族
史
を
歩
ん
で
き
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
　
　
少
な
く

と
も
原
史
料
と
は
縁
の
な
い
人
々
に
対
し
て
は
　
　
与
え
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
本
稿
は
、
こ
の
さ
さ
や
か
な
問
題
を
た
ぐ
っ
て
、
明
清
時
代
広
西
の
錯
綜
す
る
民
族
呼
称
に
何
ら
か
の
条
理
を
見
い
だ
し
て
み
よ
う
と
い
う

試
み
で
あ
る
。
こ
の
地
方
に
関
し
て
は
、
明
清
実
録
に
比
較
的
詳
細
な
記
事
が
残
さ
れ
る
の
に
加
え
、
明
代
中
期
に
い
た
っ
て
、
関
連
す
る
地

方
志
・
草
書
・
文
集
・
紀
行
・
随
筆
な
ど
が
相
継
い
で
出
現
し
、
そ
れ
以
前
と
比
べ
て
格
段
に
豊
富
な
情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う

し
た
現
象
の
背
景
に
は
同
時
期
に
平
坦
東
部
で
盛
ん
に
な
る
「
狢
猿
」
の
活
動
と
、
省
域
西
部
の
有
力
母
宮
・
零
氏
～
族
を
め
ぐ
る
動
乱
が
影

響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
史
料
を
必
要
に
応
じ
て
取
り
上
げ
な
が
ら
、
十
五
世
紀
の
終
わ
り
か
ら
十
六
世
紀
の
初
め
を

中
心
に
、
こ
れ
ら
の
民
族
呼
称
が
指
し
示
す
内
容
を
掘
り
下
げ
て
み
た
い
と
思
う
。
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①
西
南
中
国
の
非
漢
讃
民
族
史
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
歴
史
学
と
人
類
学
に
ま
た

　
が
る
着
実
な
研
究
の
積
み
重
ね
が
あ
る
。
明
清
時
代
の
広
西
自
治
区
に
関
し
て
は
、

　
谷
口
房
男
・
塚
田
誠
之
・
菊
池
秀
明
の
諸
氏
が
、
実
地
に
趣
い
て
族
譜
な
ど
の
資

　
料
を
収
集
し
、
土
司
・
移
住
・
図
化
な
ど
こ
の
地
域
を
特
徴
付
け
る
問
題
に
つ
い

　
て
先
駆
的
な
研
究
成
果
を
発
表
し
て
き
た
。
今
回
特
に
参
照
し
た
の
は
下
記
の
文

　
献
で
あ
る
。
谷
ロ
房
男
『
華
南
民
族
史
研
究
』
（
緑
蔭
書
房
、
～
九
九
七
）
、
谷
ロ

　
房
男
・
白
耀
天
編
著
噸
鮭
族
土
官
族
譜
集
成
』
（
三
論
民
族
出
版
社
、
～
九
九
入
）
、

　
塚
田
誠
之
㎎
壮
族
社
会
史
研
究
㎞
（
国
立
民
族
学
博
物
館
、
一
一
〇
〇
〇
）
。
壮
族
に

　
つ
い
て
の
英
文
の
専
著
と
し
て
は
、
以
下
を
参
照
。
囚
面
輪
艶
器
℃
9
。
ぎ
巽
囚
9
。
儒
P

　
、
、
O
財
Φ
p
。
け
ぎ
o
q
窪
Φ
N
冨
磐
印
q
　
国
国
賢
陣
。
℃
9
瓜
8
3
0
轟
轟
．
．
▼
び
く
離
器
空
窪
師
霞

　
℃
¢
げ
蔚
冨
「
ω
・
N
O
O
O
．
本
稿
の
作
成
過
程
で
、
明
実
録
等
の
検
索
に
は
中
央
研
究

　
院
漢
籍
電
子
文
献
潮
典
全
文
検
索
系
統
を
使
用
し
た
。

②
狭
義
の
民
族
嵩
け
δ
コ
と
は
、
通
常
、
西
欧
近
代
に
由
来
す
る
国
際
関
係
の
文

　
脈
上
、
主
権
な
い
し
そ
れ
に
準
ず
る
自
治
権
を
保
持
す
る
政
治
的
共
同
体
を
形
成

　
な
い
し
形
成
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
単
位
と
し
て
の
一
群
の
入
間
集
団
を
指
す
が
、

　
こ
こ
で
は
よ
り
一
般
に
通
用
し
て
い
る
、
言
語
的
・
文
化
的
な
要
因
か
ら
漠
然
と

　
他
と
互
い
に
区
別
さ
れ
る
集
団
と
し
て
の
漢
族
Φ
昏
該
α
畠
の
語
も
併
用
す
る
。

　
従
っ
て
、
近
代
国
家
形
成
期
以
前
の
人
聞
集
団
に
つ
い
て
も
民
族
の
語
を
使
周
す

　
る
こ
と
を
あ
え
て
避
け
な
か
っ
た
。
ま
た
、
漢
語
で
は
漢
族
以
外
の
法
定
民
族
は

　
慣
習
的
に
少
数
民
族
と
称
さ
れ
る
。
国
内
諸
民
族
の
平
等
を
う
た
う
中
国
に
お
い

41　（41）



　
て
、
い
っ
た
い
何
ゆ
え
に
少
数
者
罎
難
。
葺
く
を
意
識
的
に
多
数
者
か
ら
区
別
す

　
る
こ
と
が
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
は
た
い
へ
ん
興
味
深
い
問

　
題
だ
が
、
本
論
で
は
、
日
本
で
も
広
く
人
脈
に
膳
棚
し
た
こ
の
語
の
含
意
に
再
考

　
を
促
す
意
味
も
こ
め
て
括
弧
つ
き
で
使
用
し
て
い
る
。

③
前
掲
注
①
丙
窪
葛
O
O
ρ
魯
磐
3
馬
日
曽
σ
｝
Φ
卜
。
β
を
参
照
。

④
共
和
国
の
「
壮
美
」
創
生
を
扱
っ
た
専
著
と
し
て
は
前
掲
注
①
囲
鍵
鳥
O
O
O
を

　
参
照
。
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
民
族
分
類
に
お
け
る
ヌ
ン
族
と
タ
イ
ー
族
は
文
化
的
に

　
「
壮
族
」
と
ほ
ぼ
同
　
の
集
団
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

　
伊
藤
正
子
『
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
〈
創
生
〉
と
国
民
国
家
ベ
ト
ナ
ム
ー
中
越
国
境
地

　
域
タ
イ
ー
族
・
ヌ
ン
族
の
近
代
』
（
三
元
社
、
二
〇
〇
三
）
を
参
照
。
壮
族
に
関

　
す
る
上
界
は
、
『
壮
族
簡
継
嗣
（
廣
西
入
民
出
版
社
、
一
九
八
○
）
、
黄
現
瑠
・
黄

　
塘
慶
・
張
一
民
編
著
『
肚
族
通
史
㎞
（
藤
西
民
族
出
版
社
、
一
九
八
八
）
、
張
聲
震

　
主
編
『
黒
潮
通
史
㎞
（
上
・
中
・
下
）
（
民
族
出
版
社
、
一
九
九
七
）
、
張
聲
震
主

　
編
糸
紅
法
史
臨
（
磯
東
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
二
）
な
ど
多
数
。
ヤ
オ
族
の
民
族

　
史
と
し
て
は
、
竹
村
卓
二
㎎
ヤ
オ
族
の
歴
史
と
文
化
　
華
南
・
束
南
ア
ジ
ア
山
地

　
民
族
の
社
会
人
類
学
的
研
究
㎞
（
弘
文
堂
、
一
九
八
一
）
。
そ
の
ほ
か
明
清
両
広
地

　
域
の
諸
民
族
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
問
題
を
取
り
上
げ
た
論
考
と
し
て
、
以
下
を
挙
げ

　
て
お
く
。
武
内
房
司
「
西
南
少
数
民
族
－
土
司
制
度
と
そ
の
崩
壊
過
程
を
め
ぐ

　
っ
て
偏
（
『
明
済
時
代
史
の
基
本
問
題
㎞
汲
古
点
院
、
一
九
九
七
）
、
同
「
中
華
文

　
明
と
「
少
数
民
族
」
扁
（
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
㎞
二
八
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇

　
〇
）
、
井
上
徹
「
羅
肇
ヤ
オ
族
の
長
期
反
乱
と
征
服
戦
争
扁
（
『
ア
ジ
ア
遊
学
』
九
、

　
二
〇
〇
〇
）
、
同
「
華
と
夷
の
境
界
、
そ
し
て
漢
族
社
会
の
成
立
－
中
国
南
部

　
を
対
象
と
し
て
偏
（
『
歴
史
科
学
㎏
一
九
八
、
二
〇
〇
九
）
、
片
山
剛
「
．
広
東
人
”

　
誕
生
・
成
立
史
の
謎
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
㎞
四

　
四
、
工
○
〇
四
）
、
岡
門
中
国
史
に
お
け
る
明
代
珠
江
デ
ル
タ
史
の
位
概
i

　
”
漢
族
〃
の
登
場
と
そ
の
歴
史
的
刻
印
扁
（
『
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀

　
駐
輪
　
四
【
轟
ハ
、
　
二
〇
〇
山
ハ
）
。

⑤
「
關
予
蹟
西
三
族
歴
史
的
初
歩
推
考
偏
（
『
新
建
設
』
一
九
五
ニ
ー
一
）
。

⑥
こ
の
「
土
」
が
画
有
の
民
族
呼
称
と
し
て
定
着
し
た
も
の
に
、
甘
粛
・
青
海
に

　
居
住
し
、
モ
ン
ゴ
ル
語
系
の
言
語
を
話
す
農
耕
民
の
土
族
、
湖
南
川
南
西
部
に
居

　
住
し
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
語
系
の
舞
語
に
近
似
す
る
言
語
を
話
す
土
家
族
が
い
る
。

　
庄
司
博
史
「
土
遊
語
は
な
ぜ
残
っ
た
か
1
青
海
土
（
ト
ゥ
ー
）
族
の
母
語
維

　
持
」
（
塚
田
誠
之
編
㎎
民
族
の
移
動
と
文
化
の
動
態
－
中
国
周
縁
地
域
の
歴
史

　
と
現
在
㎞
風
吹
社
、
二
〇
〇
三
）
を
参
照
。
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広
西
の
「
猛
獲
」
と
そ
の
分
布

（一

j
　
猫

と

猿

　
広
西
壮
心
自
治
区
の
大
部
分
は
山
地
と
森
林
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
石
灰
質
の
地
盤
と
豊
富
な
降
水
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
独
特
の
タ
ケ
ノ
コ
の

よ
う
な
山
々
を
つ
く
り
だ
し
、
天
下
に
甲
た
る
奇
景
と
名
高
い
カ
ル
ス
ト
地
形
を
形
成
し
て
い
る
。
域
内
の
大
小
の
河
川
は
合
流
を
繰
り
返
し
、

ま
た
そ
の
た
び
に
名
を
変
え
な
が
ら
東
流
し
、
や
が
て
広
東
省
と
の
省
境
附
近
で
一
筋
の
大
河
と
な
り
、
珠
江
の
支
流
、
西
江
と
し
て
広
州
湾



岡イヒと異fヒ（山崎）

に
流
れ
込
む
。
自
治
区
の
東
半
部
に
は
沖
積
平
野
が
広
が
り
、
歴
史
的
に
省
政
を
統
括
す
る
政
府
衙
門
は
桂
林
や
梧
州
な
ど
そ
れ
ら
東
部
の
平

地
に
置
か
れ
た
。
西
部
に
は
水
系
に
沿
っ
て
現
在
の
省
都
南
瓦
を
は
じ
め
と
す
る
盆
地
が
開
け
る
が
、
主
要
河
川
を
外
れ
る
と
険
阻
な
岩
山
の

間
に
は
嗣
と
呼
ば
れ
る
中
小
の
盆
地
が
点
在
し
、
薄
地
か
ら
は
相
当
に
隔
絶
し
た
地
理
条
件
の
下
に
置
か
れ
て
い
た
。

　
明
清
時
代
の
広
西
布
政
司
の
領
域
は
、
現
在
の
自
治
区
か
ら
沿
海
の
欽
州
を
差
し
引
い
た
範
囲
で
あ
り
、
こ
れ
は
珠
江
に
注
ぐ
内
陸
河
川
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

流
域
に
す
っ
ぽ
り
と
あ
て
は
ま
る
。
こ
の
河
道
を
通
じ
て
広
西
か
ら
広
東
に
木
材
と
米
穀
が
供
給
さ
れ
、
広
東
か
ら
は
塩
が
運
ば
れ
た
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

広
西
省
内
の
軍
事
費
も
広
東
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
大
き
く
、
政
治
的
・
経
済
的
に
そ
の
影
響
は
圧
倒
的
で
あ
っ
た
。
海
陸
の
反
乱
が
頻
発
す
る

こ
の
地
の
広
域
的
な
秩
序
維
持
を
目
的
と
し
て
、
明
代
中
期
以
降
、
総
督
軍
務
の
宮
が
常
遣
さ
れ
、
両
広
の
軍
政
を
統
括
し
た
。
海
上
で
は
明

一
代
に
限
り
沿
海
諸
々
の
例
に
も
れ
ず
「
倭
冠
」
が
仮
想
敵
に
設
定
さ
れ
た
が
、
明
清
両
朝
を
通
じ
て
陸
上
で
最
も
恐
れ
ら
れ
た
の
は
、
江

西
・
湖
広
・
貴
州
・
雲
南
と
の
交
界
に
漸
増
す
る
「
猪
狸
」
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
『
明
史
』
土
司
列
伝
の
冒
頭
に
こ
の
よ
う
に
あ
る
。

　
広
西
は
狢
猛
が
多
数
を
占
め
、
万
嶺
の
う
ち
に
王
立
し
、
三
江
の
天
険
に
割
拠
し
て
い
る
。
六
十
三
山
を
巣
窟
と
な
し
、
三
十
六
源
に
腹
心
を
据
え
、
桂

　
林
・
柳
州
・
慶
遠
・
平
楽
の
諸
府
県
を
は
じ
め
至
る
と
こ
ろ
で
蔓
延
し
て
い
る
。
志
州
や
潤
城
の
属
衆
は
も
っ
と
も
強
力
で
あ
る
。
種
類
の
多
き
に
の
ぼ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
や
枚
挙
に
い
と
ま
な
く
、
蛮
勢
の
大
き
さ
は
雲
南
と
肩
を
並
べ
る
。

「
猪
猟
」
と
は
本
来
母
人
と
抑
圧
が
並
称
さ
れ
る
う
ち
熟
語
と
し
て
定
着
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
者
の
居
住
地
域
は
往
々
に
し
て
重
な
り
合
い
、

そ
の
風
俗
に
も
相
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
た
め
、
漢
人
か
ら
は
一
体
の
存
在
と
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
布
意
義
衙
門
が
置
か
れ
た
桂
林

と
そ
れ
に
隣
接
す
る
柳
州
・
平
楽
の
諸
事
は
、
省
域
の
北
東
部
を
占
め
て
湖
広
重
訳
と
の
境
界
を
な
し
、
慶
遠
は
そ
の
西
隣
に
位
置
し
て
貴
州

省
域
と
境
を
接
す
る
。
こ
れ
ら
が
「
狢
撞
」
の
活
動
が
も
っ
と
も
盛
ん
だ
っ
た
地
域
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
官
府
宮
軍
と
の
軋
礫
が
こ
と
の
ほ

か
激
し
か
っ
た
と
い
う
事
実
の
裏
返
し
で
も
あ
る
。
田
州
と
酒
城
は
さ
ら
に
そ
の
西
に
接
す
る
土
州
で
、
い
ず
れ
も
零
氏
と
い
う
こ
の
地
域
の

大
姓
が
世
襲
の
君
長
と
し
て
州
政
を
あ
ず
か
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
田
州
と
酒
城
の
属
下
も
「
凝
集
」
に
数
え
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
が
、

後
述
す
る
よ
う
に
同
時
代
の
文
献
で
は
こ
う
し
た
例
は
い
た
っ
て
稀
で
あ
る
。
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さ
て
、
「
猛
猛
」
と
い
う
熟
語
の
通
用
性
に
も
関
わ
ら
ず
、
聖
人
と
狸
人
が
本
来
雷
葉
も
違
え
ば
生
活
様
式
も
異
な
る
別
々
の
集
団
で
あ
る

こ
と
は
、
漢
入
た
ち
に
も
認
識
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
鏡
心
・
万
暦
両
版
の
噸
広
西
通
志
』
の
記
事
内
容
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
狢
に
つ
い
て
嘉
靖
通
志
の
記
事
を
検
討
し
よ
う
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
深
山
幽
谷
に
生
息
し
、
多
く
は
繋
姓
を
名
の
っ
て
お
り
、

髭
を
結
い
あ
げ
履
物
は
履
か
ず
、
官
府
の
徴
兵
に
も
応
じ
な
か
っ
た
。
オ
カ
ボ
・
マ
メ
・
ヤ
マ
イ
モ
を
植
え
、
こ
れ
ら
を
ま
じ
え
て
食
料
と
し
、

竹
筒
を
切
っ
て
煮
炊
き
し
、
余
暇
に
は
山
の
獣
を
獲
っ
て
食
を
つ
な
い
だ
。
争
い
ご
と
を
好
み
、
疑
り
深
く
、
人
命
を
軽
ん
じ
、
ま
た
餓
え
を

お
し
て
戦
い
、
険
阻
な
山
道
を
飛
ぶ
よ
う
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
。
子
供
が
よ
う
や
く
歩
け
る
よ
う
に
な
る
と
、
焼
け
た
鉄
や
石
を
そ
の
足
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

裏
に
押
し
あ
て
る
。
そ
う
す
る
と
足
の
皮
が
固
く
な
っ
て
感
覚
が
な
く
な
る
の
で
、
荊
や
木
の
根
を
踏
ん
で
も
傷
を
負
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
万
暦
『
広
西
通
志
』
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
子
供
の
出
生
時
の
体
重
と
同
じ
重
さ
の
鉄
で
刀
を
作
る
習
慣
や
、
鎗
手
と
転
手
が
二
人
一
組
を

な
す
戦
闘
方
法
、
山
奥
深
く
に
住
ん
で
漢
人
と
交
わ
ら
な
い
「
生
狢
」
や
漢
人
と
雑
居
し
て
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
「
熟
狢
」
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
つ
い
て
の
説
明
が
続
く
が
、
こ
こ
で
は
省
略
し
よ
う
。
と
い
う
の
も
、
嘉
靖
通
志
の
記
述
は
宋
代
の
『
桂
海
虞
衡
志
』
の
抄
録
で
、
万
暦
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

志
は
こ
れ
に
『
嶺
外
代
答
』
の
記
述
を
増
補
し
て
体
裁
よ
く
ま
と
め
な
お
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
両
書
の
記
述
が
明
代
で

も
通
用
す
る
ほ
ど
完
成
度
の
高
い
も
の
だ
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
同
時
に
、
明
代
の
観
察
者
た
ち
に
は
こ
れ
を
書
き
か
え
る
積
極
的
な
動
機

が
欠
け
て
い
た
た
め
で
も
あ
ろ
う
。
一
般
的
に
、
あ
る
特
定
の
集
団
が
概
念
化
さ
れ
る
際
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
観
察
者
か
ら
見
た
そ
の
集
団

の
特
異
性
で
あ
る
。
漢
人
た
ち
の
関
心
は
、
狢
人
の
い
か
な
る
点
が
彼
ら
に
と
っ
て
特
異
で
あ
る
か
に
あ
っ
た
。
各
地
で
漢
人
社
会
と
そ
れ
ぞ

れ
の
関
係
を
結
ん
で
い
た
個
々
の
集
団
は
い
わ
ば
末
節
と
し
て
捨
象
さ
れ
、
狢
と
は
本
質
的
に
狸
猛
で
危
険
な
も
の
と
し
て
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は

固
定
化
さ
れ
る
。
そ
こ
に
描
か
れ
る
の
は
、
狢
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
持
し
つ
つ
も
、
漢
人
社
会
と
よ
り
深
い
関
わ
り
を
も
ち
、

そ
こ
に
適
応
し
な
が
ら
共
存
関
係
を
構
築
し
て
い
る
「
熟
狢
」
で
は
な
く
、
深
山
幽
谷
に
隠
れ
住
み
、
自
分
た
ち
の
部
族
的
伝
統
に
高
い
誇
り

を
も
ち
、
見
ず
知
ら
ず
の
漢
人
が
そ
の
生
活
空
間
に
侵
入
す
る
こ
と
を
快
く
思
わ
な
い
「
生
煮
」
の
姿
で
あ
る
。
蛮
族
と
し
て
の
狢
の
形
象
は
、

歴
史
的
変
化
と
は
無
縁
な
永
遠
の
未
開
人
と
し
て
書
籍
の
中
に
生
き
続
け
、
富
み
栄
え
る
漢
人
社
会
と
の
対
照
性
を
際
だ
た
せ
て
ゆ
く
。
文
明
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社
会
に
対
す
る
敵
対
者
と
し
て
の
「
猪
狸
」
の
語
感
の
中
核
を
構
成
し
た
の
は
、
こ
う
し
て
定
型
化
さ
れ
た
「
生
狢
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

　
～
方
、
宋
代
の
文
献
に
撞
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
く
、
嘉
靖
・
万
暦
両
通
志
の
記
事
は
ほ
ぼ
岡
時
代
の
撰
述
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
嘉
靖
通

志
に
よ
る
と
、
撞
と
は
も
と
も
と
貴
州
と
の
境
に
あ
た
る
慶
遠
府
南
丹
州
の
渓
洞
の
人
を
そ
う
呼
ん
だ
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
元
の
至
元
年
間
に

そ
の
首
長
の
莫
国
麟
が
官
府
に
投
降
し
、
こ
れ
が
慶
遠
府
　
帯
の
軍
民
按
撫
使
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
官
府
の
管
理
下
に
入
る
よ
う
に
な

っ
た
。
彼
ら
は
桂
林
府
周
辺
の
蕩
浦
・
修
仁
・
永
福
の
諸
県
に
も
っ
と
も
多
く
生
息
し
た
が
、
慶
遠
府
城
一
帯
や
思
恩
軍
民
府
の
集
団
は
官
府

の
版
籍
に
入
っ
て
熟
狸
と
よ
ば
れ
て
お
り
、
性
質
は
比
較
的
従
順
で
あ
っ
た
。
一
方
、
僻
遠
の
地
に
あ
る
生
猟
は
頑
固
に
官
府
へ
の
服
従
を
拒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

み
、
中
で
も
折
城
・
脳
波
お
よ
び
天
河
の
南
北
西
三
郷
、
永
順
・
量
定
長
官
司
の
集
団
が
最
も
凶
悪
で
知
ら
れ
た
と
い
う
。

　
嘉
靖
通
志
が
狸
の
分
布
形
勢
に
多
く
記
述
を
割
く
の
に
対
し
、
万
暦
通
志
は
む
し
ろ
そ
の
風
俗
の
説
明
に
富
む
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
狸
は
猪

と
雑
居
し
、
風
俗
習
慣
も
ほ
ぼ
こ
れ
と
似
通
っ
て
い
た
。
生
活
の
一
切
が
粗
末
で
、
冬
は
驚
鳥
の
羽
を
編
ん
で
木
の
葉
を
混
ぜ
て
着
物
と
し
、

米
を
握
り
水
を
す
く
っ
て
食
事
を
と
っ
た
。
住
居
は
麻
欄
と
い
っ
て
、
茅
を
葺
い
て
壁
は
塗
ら
ず
、
横
板
を
渡
し
て
階
層
を
作
り
、
上
に
人
が

起
居
し
て
下
で
牛
・
羊
・
豚
・
犬
な
ど
を
養
っ
た
。
同
書
の
記
述
は
、
こ
れ
以
外
に
も
い
わ
ゆ
る
妻
問
い
婚
や
歌
垣
な
ど
の
民
間
習
俗
、
毒
矢

や
巫
盤
の
お
ど
ろ
お
ど
う
し
い
呪
法
、
　
度
怨
み
を
懐
い
た
ら
子
孫
の
代
に
い
た
っ
て
も
必
ず
晴
ら
す
と
い
う
尚
武
と
殺
伐
の
気
風
、
過
失
で

人
を
殺
め
た
際
の
賠
償
金
や
戦
争
に
動
員
さ
れ
る
兵
士
の
家
に
支
給
さ
れ
た
保
証
金
な
ど
の
社
会
制
度
、
露
草
・
句
船
・
黒
地
な
ど
掠
奪
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

め
の
ゲ
リ
ラ
戦
術
な
ど
、
彼
ら
の
社
会
の
諸
方
面
に
及
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
そ
も
そ
も
「
猟
」
と
い
う
言
葉
は
、
南
面
期
に
至
っ
て
よ
う
や
く
史
上
に
現
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
績
資
治
図
鑑
』
の
紹
興
二
年
号
四
月
の

記
事
に
は
、
武
岡
の
「
樒
賊
」
楊
再
興
の
征
討
の
た
め
賀
州
に
至
っ
た
岳
飛
の
直
下
に
、
「
撞
軍
統
制
王
経
」
な
る
人
物
が
援
軍
と
し
て
馳
せ

参
じ
た
と
あ
る
。
ま
た
、
思
想
の
広
南
西
路
経
略
按
配
使
の
李
曾
伯
の
上
奏
文
に
よ
れ
ば
、
淳
祐
五
年
の
羽
州
の
民
兵
の
評
説
に
、
装
丁
・
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

丁
・
保
丁
・
義
歯
お
よ
び
「
義
尊
堂
丁
」
併
せ
て
九
〇
〇
〇
人
あ
ま
り
が
登
録
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
元
代
に
な
る
と
さ
ら
に
確
実
な
用
例
が
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現
れ
て
く
る
。
単
元
二
九
年
、
知
上
思
州
の
黄
聖
許
が
忠
州
に
拠
っ
て
叛
き
、
ま
も
な
く
中
央
軍
の
追
討
を
受
け
て
大
徳
二
年
越
交
趾
に
逃
亡

す
る
。
こ
の
と
き
遺
棄
さ
れ
た
上
浪
・
上
州
な
ど
各
地
の
水
田
は
、
部
民
の
出
掛
の
提
議
に
よ
っ
て
、
牧
蘭
（
不
詳
）
や
志
州
・
慶
遠
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

「
樒
・
撞
」
の
民
丁
を
募
っ
て
開
墾
・
耕
種
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
融
州
・
慶
遠
と
い
う
土
地
柄
か
ら
い
っ
て
も
、
こ
の
「
揺
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ル
キ
ン

撞
」
と
は
明
代
以
降
「
狢
・
猿
」
と
表
記
さ
れ
る
人
々
と
同
定
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
憲
章
二
年
、
広
西
両
江
道
宣
撫
副
使
愈
都
元
帥
の
燕
牽
は
、

狢
を
生
狢
と
熟
狢
、
そ
れ
に
「
雨
隠
」
の
三
種
に
分
類
し
て
い
る
。
「
狸
猪
」
は
兵
宮
と
し
て
道
々
の
関
隆
を
守
っ
て
お
り
、
生
血
と
は
対
照

的
に
官
に
と
っ
て
有
用
な
存
在
で
あ
る
と
さ
れ
、
熟
狢
と
獲
猪
を
七
戸
と
し
て
土
地
を
分
け
与
え
、
賊
の
通
交
を
阻
む
の
に
利
用
す
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
⑫

提
言
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
元
末
順
帝
の
初
年
に
広
西
両
江
道
東
部
で
「
樒
」
が
蜂
起
し
た
際
に
も
、
官
軍
と
反
乱
軍
の
双
方
に
「
撞
人
」
が

加
勢
し
て
い
た
。
官
軍
は
そ
の
力
を
か
り
て
「
徳
」
を
制
し
た
が
、
撞
が
そ
の
右
軸
に
工
ん
で
腐
敗
す
る
の
で
、
融
着
の
民
兵
で
こ
れ
を
抑
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

る
と
、
今
度
は
そ
の
民
兵
が
叛
乱
軍
に
寝
返
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
最
初
期
の
「
撞
」
は
、
王
朝
官
府
と
「
揺
」

と
の
対
立
と
い
う
前
提
状
況
の
も
と
に
、
両
者
の
問
を
軽
転
反
側
す
る
三
間
的
な
存
在
と
し
て
現
れ
る
。
彼
ら
は
官
軍
へ
の
協
力
者
と
し
て
し

ば
し
ば
樒
の
征
討
に
協
力
し
な
が
ら
、
状
況
次
第
で
は
い
つ
で
も
徳
の
側
に
転
じ
う
る
潜
在
的
な
脅
威
で
も
あ
っ
た
。

　
一
方
、
明
代
の
右
転
が
官
府
の
兵
丁
と
し
て
以
外
に
、
民
田
の
小
作
人
と
し
て
漢
人
社
会
に
深
く
入
り
込
ん
で
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

　
⑭い
る
。
現
在
「
壮
族
」
に
分
類
さ
れ
る
人
々
の
　
半
を
な
す
「
門
人
」
は
、
明
代
に
湖
広
や
貴
州
か
ら
漢
人
地
主
の
農
地
を
耕
す
佃
戸
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

広
西
に
移
住
し
て
き
た
人
々
と
さ
れ
て
い
る
。
漢
人
た
ち
に
と
っ
て
、
獲
入
は
宿
入
と
い
う
敵
対
者
へ
の
対
抗
勢
力
で
あ
る
と
同
誌
に
、
経
済

的
な
観
点
か
ら
も
有
用
な
労
働
力
で
あ
っ
た
。
城
外
に
広
が
る
原
野
か
ら
で
き
る
だ
け
多
く
の
税
糧
収
入
を
確
保
し
た
い
地
方
官
府
と
、
自
己

の
保
貸
地
を
耕
作
す
る
人
手
を
求
め
る
漢
人
地
主
た
ち
は
、
い
ず
れ
も
猿
人
の
労
働
力
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
獲
人
の
勢
力
は
半
ば
漢

人
社
会
の
需
要
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
な
が
ら
拡
大
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
万
暦
年
間
に
広
西
を
旅
し
た
王
士
性
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
戸
籍
に
登
録

さ
れ
て
も
自
分
で
官
府
に
赴
い
て
税
を
納
め
る
こ
と
は
な
く
、
城
邑
に
住
ま
う
漢
人
民
戸
の
田
地
を
借
り
受
け
、
佃
戸
と
し
て
地
代
を
支
払
っ

て
い
た
。
民
戸
は
地
代
か
ら
税
喪
心
を
官
府
に
納
め
、
半
ば
を
懐
に
入
れ
、
自
分
で
土
地
を
耕
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
方
、
漢
人
民
戸
が
狸
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の
村
に
住
ん
で
そ
の
田
地
を
耕
す
こ
と
は
な
く
、
獲
入
の
田
地
を
買
い
上
げ
た
豪
右
も
、
た
だ
証
書
を
買
っ
て
地
代
を
受
け
取
る
だ
け
で
、
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

地
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
も
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
漢
人
の
不
在
地
主
と
獲
人
の
佃
戸
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
広
西
の
農
業
経
済
に
お
い
て
、
小
作
争
議
は
、
そ
の
ま
ま
漢
人
と
猫
人
の
罠
族
問

対
立
に
転
化
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
婚
人
が
保
有
す
る
田
地
は
し
ば
し
ば
非
課
税
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
秘
か
に
買
い
上
げ
た
漢
人
の
富

裕
層
に
と
っ
て
は
所
得
を
隠
し
て
税
糧
を
免
れ
る
手
段
で
あ
っ
た
が
、
漢
人
社
会
の
し
く
み
に
疎
い
憂
人
の
佃
戸
は
、
悪
徳
地
主
が
税
糧
と
地

代
の
間
で
利
鞘
を
稼
ぐ
の
に
ま
た
と
な
い
カ
モ
と
な
っ
た
。
ま
た
、
漁
人
の
側
に
契
約
不
履
行
が
あ
っ
た
場
合
、
漢
人
民
戸
は
し
ば
し
ば
官
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

の
介
入
を
求
め
た
た
め
、
こ
う
し
た
こ
と
が
往
々
に
し
て
大
小
の
反
乱
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

　
猿
人
た
ち
は
地
方
官
府
や
漢
人
地
主
と
利
害
が
対
立
す
れ
ば
、
い
つ
で
も
狢
人
に
与
し
た
。
猪
と
狸
が
し
ば
し
ば
「
猛
撞
」
と
並
称
さ
れ
た

の
は
、
彼
ら
が
雑
居
し
、
相
争
い
、
ま
た
時
に
相
い
結
ん
で
官
府
に
叛
旗
を
翻
し
た
た
め
で
あ
る
。
両
者
は
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
、
狢
が
狸
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

撞
が
猪
と
混
同
さ
れ
て
記
録
に
残
っ
た
事
例
も
少
な
く
な
い
。
あ
る
い
は
、
猪
化
し
た
狸
、
狸
化
し
た
狢
の
聞
に
一
律
の
境
界
を
設
け
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

は
、
彼
ら
自
身
に
も
難
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
嘉
靖
版
の
『
広
東
通
志
』
に
よ
れ
ば
、
獲
と
猪
と
は
本
来
異
種
族
と
し
て
対
立
す
る
関
係

に
あ
っ
た
た
め
、
官
府
や
土
地
所
有
者
は
喜
ん
で
彼
ら
を
小
作
に
雇
っ
て
狢
に
対
抗
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
人
数
が
増
え
て
勢
力
が
大
き
く
な
る

と
、
猪
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
く
な
り
、
し
ま
い
に
は
田
主
を
脅
し
て
村
を
乗
っ
取
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
「
狢
猿
」
と
は
、
そ
の
意
味

で
両
者
が
雑
居
混
在
す
る
状
況
を
前
提
と
し
た
不
可
分
の
熟
語
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
大
多
数
の
用
例
に
お
い
て
、
「
狢
狸
」
と
い
う
語
の
中
核

に
あ
る
の
は
漢
人
杜
会
、
す
な
わ
ち
文
明
社
会
へ
の
敵
対
者
と
し
て
の
性
格
で
あ
る
。
万
暦
圃
広
西
通
志
隔
は
、
狢
人
と
猿
人
の
ほ
か
に
施

胴
・
猿
人
・
齢
人
・
獄
人
・
画
人
・
若
人
・
螢
人
・
山
子
夷
・
大
言
な
ど
、
数
々
の
種
族
を
列
挙
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
は
み
な
自
ら
集
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
営
む
だ
け
で
中
国
を
侵
す
こ
と
は
な
く
、
中
国
に
害
を
な
す
者
は
狢
猟
を
お
い
て
ほ
か
に
な
い
と
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
「
狢
狸
」
と
経
済
的
な
利
害
関
係
に
あ
る
漢
人
地
主
た
ち
、
中
で
も
狢
や
猿
の
言
葉
に
習
熟
し
て
、
彼
ら
の
間
で
威
信
を
布
い
た
漢

人
里
長
は
、
招
主
と
呼
ば
れ
、
当
局
か
ら
は
「
狢
狸
」
の
弱
み
に
つ
け
込
ん
で
利
益
を
貧
り
、
彼
ら
を
反
乱
に
駆
り
立
て
る
存
在
と
見
ら
れ
て
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い
た
。
こ
れ
ら
招
主
は
宮
府
の
苛
敏
蘇
求
を
理
由
に
狢
や
猿
か
ら
過
当
な
小
作
料
を
徴
収
し
た
が
、
猪
人
や
狸
人
は
官
府
を
非
常
に
恐
れ
て
い

た
た
め
、
決
し
て
そ
の
呼
び
出
し
に
応
ず
る
こ
と
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
招
主
だ
ち
の
言
動
が
彼
ら
を
左
右
し
た
。
ま
た
、
招
主
だ
ち
は
平
時
に

は
夷
人
に
言
い
が
か
り
を
つ
け
て
反
乱
を
煽
っ
て
お
き
な
が
ら
、
官
府
の
征
討
が
行
わ
れ
る
と
な
る
と
情
報
を
漏
洩
し
、
猛
や
狸
の
子
女
や
家

畜
を
自
分
に
寄
託
さ
せ
、
あ
る
い
は
官
府
に
ロ
利
き
を
し
て
命
を
助
け
、
あ
る
い
は
彼
ら
を
捕
え
て
官
府
に
突
き
出
し
て
報
賞
に
あ
ず
か
り
な

が
ら
、
そ
れ
ら
を
我
が
も
の
と
し
て
懐
に
収
め
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
こ
と
が
官
府
に
発
覚
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
招
主
だ
ち

は
威
を
尽
く
し
て
猪
や
撞
を
脅
か
す
の
で
、
夷
人
は
ま
す
ま
す
官
吏
を
恐
れ
、
官
府
に
叛
く
こ
と
ば
か
り
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。

さ
ら
に
、
県
官
の
身
辺
の
黒
垂
も
夷
人
側
の
耳
目
と
な
っ
て
お
り
、
相
手
の
情
報
は
十
分
の
～
も
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
に
、
官
府
の
動
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
筒
抜
け
に
な
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

　
こ
れ
以
外
に
、
「
狢
狸
」
は
そ
の
内
部
に
相
当
数
の
漢
人
の
亡
命
者
を
抱
え
込
ん
で
い
た
。
亡
命
者
た
ち
は
山
中
の
田
地
を
耕
し
な
が
ら
狢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

や
狸
と
交
わ
り
、
そ
の
財
務
管
理
や
掠
奪
の
手
引
き
な
ど
を
し
て
盗
晶
の
分
け
前
に
あ
ず
か
っ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
母
人
は
漢
人
か
ら
借

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

り
た
田
地
を
さ
ら
に
別
の
漢
人
に
又
貸
し
し
て
小
作
さ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
万
暦
『
広
西
通
志
隔
は
、
諸
夷
の
概
説
の
結
び
の
論
を
以
下
の

よ
う
に
書
き
起
こ
し
て
い
る
。

　
今
日
両
身
の
政
事
を
論
ず
る
者
は
た
い
て
い
夷
秋
が
中
国
を
乱
す
と
い
う
が
、
そ
の
き
っ
か
け
が
夷
に
は
な
い
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
な
い
。
夷
は
漢
語
に
習

　
熟
せ
ず
読
み
書
き
も
で
き
な
い
。
中
国
か
ら
亡
命
し
た
連
中
こ
そ
が
国
法
に
た
て
つ
く
の
で
あ
る
。
官
府
が
こ
れ
を
捕
え
よ
う
と
す
れ
ば
山
の
奥
に
身
を
隠

　
し
、
夷
を
そ
そ
の
か
し
て
そ
の
手
引
き
を
す
る
。
ま
た
、
無
為
徒
食
の
遊
民
た
ち
の
中
に
は
、
耕
作
に
従
事
せ
ず
、
喧
嘩
出
入
り
を
婦
み
、
も
は
や
後
が
な

　
　
い
と
な
れ
ば
自
分
か
ら
夷
と
結
ぶ
者
が
い
る
。
（
彼
ら
は
）
利
を
え
さ
に
（
夷
を
）
剰
掠
に
導
き
、
夷
は
欲
深
く
凶
暴
な
の
で
そ
の
術
中
に
は
ま
り
、
禍
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
が
村
々
に
及
ぶ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

漢
人
に
し
て
「
蛮
夷
」
の
側
に
附
く
人
々
の
存
在
は
、
『
黒
海
虞
衡
志
騙
に
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
決
し
て
明
代
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

「
猪
獲
」
が
蜂
起
す
る
た
び
に
多
数
の
漢
人
の
脅
従
者
を
生
ん
だ
事
実
か
ら
も
、
こ
う
し
た
「
蛮
夷
の
叛
乱
」
の
背
景
に
「
漢
人
」
社
会
そ
の
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も
の
の
脆
さ
、
危
う
さ
が
介
在
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
王
朝
体
制
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
た
漢
人
た
ち
が
、
「
夷
」
に
従
う
こ
と
で
活
路
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

開
い
て
ゆ
く
こ
と
は
、
こ
の
当
時
南
北
の
辺
境
で
広
く
見
ら
れ
た
社
会
現
象
で
あ
っ
た
。
西
南
中
国
は
一
方
的
か
つ
単
線
的
に
「
漢
化
」
し
た

の
で
は
な
い
。
社
会
的
・
経
済
的
に
劣
勢
に
立
た
さ
れ
た
人
々
の
間
に
は
常
に
「
蛮
化
」
と
い
う
そ
れ
と
は
逆
方
向
の
流
れ
が
存
在
し
た
。
そ

し
て
、
東
南
沿
海
部
の
「
倭
鬼
」
な
ど
と
同
じ
く
、
「
狢
獲
」
も
ま
た
こ
の
相
反
す
る
ヴ
ェ
ク
ト
ル
の
間
で
張
り
つ
め
た
複
雑
か
つ
多
様
な
実

体
を
、
漢
人
た
ち
が
「
他
者
」
と
し
て
対
象
化
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
レ
ッ
テ
ル
と
い
う
一
面
が
あ
っ
た
。

（
二
）
　
広
西
「
猛
獲
」
の
分
布

　
文
献
中
に
見
え
る
「
三
猿
」
の
指
示
内
容
は
し
ば
し
ば
曖
昧
模
糊
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
「
猪
狸
」
と
い
う
漢
人
に
と
っ
て
の
「
他

者
」
は
、
決
し
て
、
実
体
の
な
い
虚
構
の
産
物
で
は
な
い
。
明
清
時
代
の
「
猫
狸
」
は
主
に
広
西
省
の
東
部
に
偏
っ
て
分
布
し
て
い
た
。
冒
頭

で
そ
の
根
拠
と
し
て
言
及
し
た
十
七
世
紀
初
頭
の
地
誌
と
は
、
万
暦
三
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
黙
認
要
纂
晒
と
い
う
辺
事
書
で
あ
る
。
同
書
は

広
西
者
流
楊
芳
の
指
令
の
も
と
に
、
布
政
寛
平
修
が
中
心
と
な
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、
省
内
盆
前
・
州
・
長
官
司
お
よ
び
所
管
の
州
・

県
・
巡
検
司
の
「
図
説
」
、
す
な
わ
ち
地
図
と
解
説
を
そ
の
内
容
と
す
る
。
地
図
上
に
は
官
署
・
関
所
・
墜
砦
・
民
村
・
猛
狸
の
所
在
が
標
示

さ
れ
、
解
説
に
は
各
地
の
地
域
概
況
・
将
兵
内
訳
・
兵
糧
歳
出
・
武
器
件
数
と
い
っ
た
情
報
が
列
記
さ
れ
る
。
天
啓
年
間
に
補
刻
さ
れ
た
『
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

西
通
志
隔
以
降
、
そ
の
後
の
地
方
志
に
も
図
説
は
転
載
さ
れ
、
至
言
に
も
そ
れ
な
り
の
影
響
力
を
も
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
ず
省
域
東
部
の
地
図
を
通
覧
し
て
置
傘
の
分
布
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
桂
林
・
柳
州
・
平
楽
総
勢
管
下
の
諸
県
で
は
、
地
図
上
に
長
円
で

表
示
さ
れ
る
「
民
心
」
に
対
し
て
、
菱
形
で
表
さ
れ
た
「
猛
」
・
「
撞
」
が
こ
れ
と
対
峙
す
る
か
の
よ
う
に
櫛
比
し
て
い
る
。
桂
林
府
の
陽
子

県
・
永
写
歴
・
義
寧
県
、
柳
州
府
の
融
県
、
平
楽
府
の
永
安
州
・
修
仁
県
・
潤
筆
県
な
ど
で
は
、
「
猪
」
・
「
撞
」
の
菱
形
が
「
出
村
」
の
長
円

を
数
に
お
い
て
圧
倒
す
る
形
勢
が
歴
然
と
見
て
と
れ
る
。
省
営
の
東
南
隅
を
占
め
る
梧
州
と
瀞
州
も
東
北
豊
滝
と
同
様
の
情
況
で
、
広
西
東
半

部
の
地
図
は
～
概
に
「
民
村
」
と
「
猪
撞
」
の
勢
力
が
拮
抗
す
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
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次
に
こ
れ
ら
東
部
府
下
の
地
図
に
附
せ
ら
れ
た
解
説
を
見
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
省
衙
門
の
所
在
地
で
あ
る
桂
林
府
下
で
は
、
合
爵
の
臨
桂
県

以
下
、
各
県
で
猪
お
よ
び
狸
が
住
民
中
に
一
定
の
割
合
を
占
め
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
多
く
が
官
府
の
統
治
を
受
け
入
れ
て
漢
人
社
会
に
適
応

し
て
い
た
が
、
興
亜
県
の
狢
は
湖
広
の
武
岡
府
の
苗
と
、
永
寧
州
の
狸
藻
は
貴
州
方
面
と
そ
れ
ぞ
れ
通
じ
あ
っ
て
漫
心
を
な
し
た
と
い
う
。
柳

州
府
で
も
、
府
下
十
二
州
県
城
外
の
住
民
は
み
な
狢
猛
だ
が
、
み
な
向
化
し
て
官
府
に
従
順
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
中
主
の
馬
平
県
で
は
、

つ
い
前
年
ま
で
獲
人
は
県
に
税
糧
を
納
め
ず
、
そ
の
頭
目
の
章
氏
が
こ
れ
を
統
括
し
て
い
た
。
ま
た
柳
城
県
で
は
、
城
外
の
渓
洞
の
半
数
以
上

は
狸
人
の
村
で
、
険
阻
を
待
ん
で
た
て
こ
も
り
、
晴
々
出
没
し
て
は
掠
奪
を
は
た
ら
い
た
。
来
賓
県
も
城
外
は
猿
人
だ
ら
け
で
、
風
俗
は
滅
裂

で
法
を
法
と
も
思
わ
ず
、
県
下
の
墾
暴
が
整
備
さ
れ
る
以
前
は
、
山
人
の
中
で
も
宮
所
に
従
っ
て
耕
作
に
励
む
者
は
、
反
抗
的
な
狸
人
た
ち
の

掠
奪
に
お
び
え
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
平
楽
府
で
は
、
狢
狸
が
人
口
の
七
八
割
を
占
め
た
と
さ
れ
、
附
郭
の
平
楽
県
で
す
ら
寒
村
＝
五
カ

所
に
対
し
首
魚
の
村
は
倍
以
上
あ
っ
た
。
蕩
浦
・
昭
平
両
県
で
も
入
墨
構
成
は
狢
狸
が
七
、
室
戸
が
三
の
割
合
で
、
県
城
を
守
る
兵
士
も
百
人

ほ
ど
し
か
お
ら
ず
、
漢
人
は
完
全
に
劣
勢
に
立
た
さ
れ
て
い
た
。

　
一
方
、
省
域
西
部
に
つ
い
て
は
、
様
相
は
だ
い
ぶ
異
な
っ
て
い
る
。
省
西
南
の
要
衝
で
あ
る
南
寧
府
か
ら
雲
南
と
の
境
界
に
位
置
す
る
西
北

隅
の
安
隆
長
宮
司
ま
で
、
西
部
諸
墨
壷
お
よ
び
そ
の
管
下
の
州
県
の
地
図
を
み
る
と
、
数
ヵ
所
の
例
外
を
除
き
、
標
示
さ
れ
る
の
は
官
署
や

「
民
村
」
ば
か
り
で
、
「
狢
」
・
「
獲
」
を
示
す
た
だ
一
片
の
菱
形
す
ら
晃
い
だ
せ
な
い
地
方
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
同
様
に
解
説
に
は
、
た

と
え
ば
、
南
寧
府
附
郭
の
宜
化
県
に
は
猪
獲
が
お
ら
ず
、
住
艮
は
み
な
安
心
し
て
生
業
に
勤
し
ん
で
い
る
と
い
い
、
左
江
流
域
の
太
平
府
で
も
、

狢
猿
な
ど
の
諸
種
族
が
混
じ
り
あ
う
こ
と
な
く
民
は
自
ら
耕
し
自
ら
守
っ
て
い
る
と
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
南
寧
府
の
隆
安
県
や
思
恩
軍
民
府
の

武
縁
県
お
よ
び
那
馬
・
白
山
両
巡
検
司
な
ど
の
条
文
も
、
領
内
に
猪
獲
は
存
在
し
な
い
と
柔
い
切
っ
て
い
る
。

　
以
上
、
図
説
の
検
討
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
明
代
の
広
西
省
の
東
半
部
で
は
管
下
に
ひ
し
め
く
「
豊
頬
」
が
州
県
の
官
民
を
脅
か
す
形
勢
に

あ
っ
た
の
に
対
し
、
西
半
部
に
は
「
猪
狸
」
の
脅
威
が
み
と
め
ら
れ
ず
、
従
順
な
「
民
村
」
に
平
和
で
牧
歌
的
な
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
か
の

ご
と
く
で
あ
る
。
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
結
果
は
、
今
日
の
壮
族
の
人
ロ
が
自
治
区
西
半
部
に
偏
る
の
と
正
反
対
の
様
相
を
呈
し
て
い
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る
。
こ
れ
を
鵜
呑
み
に
し
て
し
ま
う
と
、
た
い
へ
ん
な
間
違
い
を
犯
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
そ
の
原
因
の
｝
端
は
『
殿
清
朝
纂
胤
と
い
う
書
物
の
杜
撰
さ
に
あ
る
。
所
載
の
「
図
説
偏
に
は
、
各
府
州
県
で
デ
ー
タ
の
粗
密
が
見
て
と
れ

る
が
、
全
般
的
に
み
て
東
半
で
詳
細
、
西
半
で
粗
略
に
な
る
傾
向
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
、
こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
「
図
説
」
が
作
ら
れ

る
以
前
、
省
内
各
道
が
も
と
に
な
る
「
図
説
」
を
作
成
し
て
い
た
。
こ
れ
は
恐
ら
く
嘉
靖
『
広
西
通
志
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
巡
撫
楊
芳
は
、
そ
の
体
裁
が
一
様
で
な
く
規
格
も
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
一
覧
し
て
概
況
を
知
る
の
に
不
便
で
あ
る
と
し
て
こ
れ

を
改
訂
す
る
こ
と
を
企
図
し
、
省
三
司
を
通
じ
て
各
府
州
県
に
新
た
な
記
載
事
項
を
伝
え
、
再
度
改
訂
を
加
え
る
よ
う
申
し
渡
し
た
。
現
行
の

図
説
は
神
政
使
沈
修
が
中
心
と
な
っ
て
ま
と
め
た
も
の
だ
が
、
情
報
の
出
所
は
そ
れ
ら
属
下
府
州
県
の
自
己
申
告
で
あ
り
、
そ
の
均
質
性
を
保

証
す
る
一
律
の
標
準
が
課
せ
ら
れ
た
よ
う
に
は
思
え
な
い
。
省
墨
東
半
の
諸
府
で
は
有
能
か
つ
几
帳
面
な
青
吏
た
ち
に
よ
り
入
念
な
情
報
収
集

が
行
わ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
が
、
土
府
州
の
多
い
西
刑
部
で
は
、
放
漫
な
行
政
管
理
と
土
州
県
の
隠
蔽
な
ど
様
々
な
要
因
か
ら
、
正
確
な
情
報
を

提
供
す
る
条
件
に
欠
け
て
い
た
。
ま
し
て
や
、
土
窟
・
流
官
を
問
わ
ず
当
局
者
た
ち
が
で
き
れ
ば
伏
せ
て
お
き
た
い
領
内
の
民
族
問
題
な
ど
、

正
直
に
申
告
す
れ
ば
か
え
っ
て
上
級
衙
門
か
ら
の
余
計
な
干
渉
を
招
く
だ
け
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
嘉
靖
年
間
に
思
恩
府
が
改
早
帰
流

さ
れ
、
田
州
府
が
州
治
へ
と
格
下
げ
さ
れ
る
な
ど
、
省
や
総
督
に
対
す
る
土
官
た
ち
の
警
戒
感
は
い
や
お
う
な
く
高
ま
っ
て
お
り
、
彼
ら
が
美

辞
麗
句
を
繰
り
た
た
ね
て
自
領
の
太
平
無
事
を
装
う
動
機
は
十
分
に
あ
っ
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
『
殿
輿
要
言
隔
の
「
図
説
」
の
信
懸
盤
は
、

各
府
州
県
で
か
な
り
の
ば
ら
つ
き
を
含
む
こ
と
を
想
定
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
広
西
西
部
府
州
県
に
「
猪
獲
」
が
現
れ
な
い
と
い
う
傾
向
は
『
餌
飼
要
纂
』
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
実
録
や
地
方
志
で
も
、

「
五
聖
」
に
関
す
る
記
事
は
省
厚
東
半
部
の
桂
林
・
平
楽
・
柳
州
・
慶
遠
・
梧
州
・
本
州
、
す
な
わ
ち
卑
官
地
域
の
も
の
に
偏
る
。
た
と
え
ば

嘉
靖
通
志
で
は
、
明
代
中
期
に
お
け
る
猿
人
の
主
要
な
居
住
地
は
、
省
域
北
方
の
貴
州
や
湖
広
と
の
境
界
、
特
に
桂
林
・
慶
遠
｝
帯
だ
っ
た
と

さ
れ
る
。
ま
た
、
実
録
に
も
、
土
竜
地
域
で
は
夷
狼
が
お
と
な
し
く
安
ん
じ
て
い
る
の
に
、
流
官
地
域
で
は
猪
狸
の
類
が
何
種
も
お
り
、
深
山

に
散
居
し
て
版
図
に
入
ら
ず
、
掠
奪
殺
人
を
こ
と
と
し
て
い
る
と
す
る
上
奏
文
が
み
え
る
。
明
代
を
通
じ
て
、
史
料
上
に
確
認
で
き
る
「
狢
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狸
」
の
活
動
は
、
明
ら
か
に
東
半
部
に
偏
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
こ
う
し
た
事
実
か
ら
、
「
狢
狸
」
の
出
没
が
記
録
さ
れ
な
い
聖
域
西
半
部
が
、
明
代
を
通
じ
て
平
和
で
安
定
し
た
地
域
で
あ
っ
た

と
結
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
こ
は
世
襲
制
に
よ
る
領
域
支
配
を
展
開
し
た
土
宮
た
ち
、
そ
し
て
そ
の
支
配
下
の
土
人

た
ち
の
問
で
絶
え
間
な
い
争
い
が
繰
り
返
さ
れ
た
紛
争
地
帯
で
あ
る
。
時
に
は
省
や
総
督
衙
門
を
巻
き
込
ん
で
東
部
の
山
狩
り
に
ま
さ
る
と
も

劣
ら
ぬ
大
規
模
な
戦
役
が
行
わ
れ
た
。
『
殿
植
下
纂
駄
に
み
え
る
「
民
村
」
の
お
そ
ら
く
は
と
ん
ど
は
、
こ
れ
ら
の
土
民
な
い
し
は
土
人
と
呼

ば
れ
る
人
々
の
集
落
で
あ
り
、
そ
の
社
会
構
成
は
漢
地
の
「
民
村
」
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。

　
①
王
士
性
『
讃
志
繹
』
巻
五
／
西
南
諸
省
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
じ
め
に
注
①
欄
壮
族
社
会
史
研
究
㎞
）
。

　
②
井
上
徹
「
明
朝
の
対
外
政
策
と
両
性
社
会
」
（
噌
大
阪
市
立
大
学
東
洋
史
論
叢
　

⑮
塚
田
誠
之
「
明
代
に
お
け
る
壮
族
の
移
住
と
生
態
」
（
前
掲
は
じ
め
に
注
①

　
　
別
冊
特
集
号
』
二
〇
〇
九
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
壮
族
社
会
史
研
究
』
）
。

　
③
『
明
史
㎏
塗
三
七
／
列
傳
二
〇
五
／
廣
西
土
司
一
。
　
　
　
　
　
⑯
王
士
性
『
廣
志
繹
』
巻
五
／
西
南
諸
省
。

　
④
嘉
靖
欄
掛
盤
通
志
㎞
巻
五
三
／
外
志
四
／
原
夷
。
　
　
　
　
　
　
　
⑰
嘉
靖
『
廣
西
通
志
』
巻
一
九
／
田
野
／
柳
州
府
／
「
上
當
道
乞
減
馬
平
縣
籐
田

　
⑤
萬
暦
『
廣
西
通
志
輪
巻
三
三
／
外
夷
志
／
諸
夷
種
類
。
　
　
　
　
　
　
　
加
徴
状
」
。

　
⑥
馬
漕
臨
隅
文
献
通
考
臨
巻
理
工
八
／
四
夷
考
五
／
南
／
盤
瓠
種
／
石
湖
萢
氏
桂
　

⑱
平
心
露
「
明
溝
文
獄
中
瑞
、
牡
民
族
二
三
的
混
用
」
（
『
民
族
研
究
㎞
四
、
～
九

　
　
海
虞
衡
志
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
）
。

　
⑦
嘉
靖
『
上
鞘
通
志
』
巻
五
三
／
外
志
四
／
原
夷
。
　
　
　
　
　
　
　
⑲
竹
村
車
工
聡
広
西
逓
志
㎞
を
中
心
と
し
て
見
た
ヤ
オ
族
と
チ
ュ
ア
ン
族
1

　
⑧
萬
謄
『
廣
西
通
志
軌
巻
毒
心
／
外
爽
志
／
諸
爽
種
類
。
　
　
　
　
　
　
　
広
西
省
の
山
地
渓
谷
栽
培
民
の
適
応
様
式
と
共
生
関
係
の
一
側
側
扁
（
『
中
国
大
陸

　
⑨
萢
宏
貴
・
唐
兆
斑
「
壮
族
族
編
的
縁
起
和
演
攣
」
（
鴨
民
族
研
究
幅
｝
手
入
○
一
　
　
古
文
化
研
究
』
四
、
「
九
六
七
）
。

　
　
五
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
萬
謄
槻
慶
西
通
志
蝕
巻
三
三
／
外
夷
志
／
諸
夷
種
類
。

⑩
李
曾
伯
『
可
齋
雑
藁
騙
巻
十
七
／
奏
申
／
「
帥
廣
無
謬
怨
讐
奏
し
。

⑪
『
元
史
』
巻
一
〇
〇
／
志
四
八
／
兵
三
／
屯
田
／
湖
廣
等
施
行
中
書
省
所
轄
屯

　
田
三
慮
、
『
元
史
㎞
巻
～
六
二
／
列
傳
四
九
／
劉
三
傑
。

⑫
闘
招
捕
総
録
輪
／
廣
西
爾
江
。

⑬
選
集
㎎
道
野
心
古
録
㎞
巻
三
八
／
記
／
「
廣
西
都
元
帥
章
公
平
糖
度
」
。

⑭
塚
田
誠
之
「
明
清
時
代
に
お
け
る
壮
族
の
佃
農
化
に
関
す
る
～
考
察
扁
（
前
掲

⑳
萬
暦
㎎
廣
西
通
志
㎞
巻
三
三
／
外
夷
志
／
帝
業
種
類
。

⑫
　
田
汝
成
『
炎
微
紀
聞
㎞
巻
心
／
苗
入
／
狢
。

⑱
楊
芳
『
殿
輿
要
纂
』
巻
一
／
桂
林
府
圓
論
。

⑳
　
萬
懸
『
慶
預
通
志
』
巻
三
三
／
外
夷
志
／
諸
夷
種
類
。

㊧
　
馬
端
臨
噸
文
脈
通
考
』
巻
三
二
八
／
四
夷
考
五
／
南
／
盤
燃
種
／
石
命
懸
氏
桂

　
轟
轟
素
志
。
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⑳
　
岩
井
茂
樹
「
十
六
・
十
七
世
紀
の
中
国
辺
境
社
会
」
（
小
野
和
子
編

　
初
の
社
会
と
文
化
鹸
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
．
所
、
一
九
九
六
）
。

『
明
宋
清

⑳
谷
口
房
男
「
『
殿
興
要
纂
㎞

　
究
験
）

解
題
」
（
前
掲
は
じ
め
に
注
①
『
華
南
民
族
史
研

二
　
土
人
の
淵
源

（一

j
　
宋
代
欽
州
の
土
人

岡化と異化（山焙）

　
現
在
で
も
少
数
民
族
自
治
区
と
さ
れ
る
広
西
は
、
か
つ
て
の
帝
政
時
代
に
は
、
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
る
官
僚
に
加
え
、
運
営
あ
る
い
は
土
司

と
呼
ば
れ
る
、
申
国
内
地
と
比
較
す
る
と
や
や
変
則
的
な
制
度
が
布
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
貴
州
・
雲
南
な
ど
の
文
化
的
・
書
語
的
な
多
様
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

が
顕
著
な
地
域
で
典
型
的
に
兇
ら
れ
、
そ
の
ほ
か
甘
薯
・
四
川
・
湖
南
・
広
東
な
ど
西
北
西
南
各
省
の
一
部
で
行
わ
れ
た
制
度
で
あ
る
。

　
土
官
は
王
朝
国
家
に
現
地
行
政
を
委
任
さ
れ
た
官
僚
で
あ
る
一
方
、
そ
の
身
分
を
世
々
代
々
世
襲
し
た
豪
族
で
も
あ
っ
た
。
い
わ
ば
地
方
衙

門
の
知
行
に
与
る
封
建
領
主
と
い
っ
た
身
分
で
あ
る
。
そ
の
管
轄
領
域
で
は
中
国
内
地
の
法
律
は
適
用
さ
れ
ず
、
内
政
は
主
群
の
支
配
に
一
任

さ
れ
て
い
た
。
土
官
は
三
年
に
一
度
の
朝
貢
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
ほ
か
、
両
広
総
督
な
ど
の
要
請
に
応
じ
て
軍
役
に
あ
た
っ
た
。
こ
れ
ら
広
西

西
部
の
左
右
吉
流
域
の
土
居
は
、
多
く
が
儂
智
高
の
乱
に
際
し
て
従
軍
し
て
き
た
宋
の
官
軍
の
末
窩
で
あ
る
と
い
う
伝
承
を
も
つ
が
、
実
際
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

は
大
半
が
土
着
の
渓
洞
の
首
長
に
起
源
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
土
魂
の
領
民
は
史
料
中
で
は
門
土
人
」
あ
る
い
は
「
土
民
」
と
呼
ば
れ
、

広
西
で
は
猪
や
撞
と
同
様
に
特
定
の
種
族
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
意
味
し
た
。
明
代
天
馬
耳
聞
に
両
様
総
督
を
務
め
た
葉
盛
は
、
広
西
の
「
土
人
」

に
つ
い
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　
　
隅
諸
司
職
掌
歴
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
湖
広
・
四
川
・
雲
南
・
広
西
の
世
襲
の
土
官
、
す
な
わ
ち
広
西
四
面
の
峯
氏
・
黄
氏
、
四
川
の
田
氏
・
諸
氏
な
ど
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
宋
光
以
来
代
々
蛮
夷
の
長
で
あ
っ
た
。
そ
の
種
族
は
土
人
と
い
う
が
、
狢
人
や
狸
人
と
い
う
よ
う
な
も
の
だ
。

本
来
「
土
人
」
と
は
、
「
土
着
の
人
」
を
意
味
す
る
一
般
名
罰
だ
が
、
こ
れ
が
特
定
の
集
団
を
指
し
示
す
う
ち
、
慣
用
的
に
固
有
名
詞
と
し
て
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の
性
格
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
広
西
の
「
土
人
」
に
つ
い
て
は
宋
代
の
『
嶺
外
代
答
』
に
も
い
く
つ
か
の
用
例
が
あ
り
、
そ
の

う
ち
隠
州
の
「
五
民
」
に
つ
い
て
の
記
述
で
は
、
比
較
的
詳
細
に
そ
の
特
徴
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
左
右
江
流
域
の
水
系
を
隔
て
た
南
隣
に
位

置
す
る
欽
州
は
、
宋
代
に
は
広
南
西
路
に
属
し
、
し
ば
し
ば
琶
欽
と
並
称
さ
れ
る
よ
う
に
志
州
と
は
塩
の
販
売
を
通
じ
て
関
係
の
深
い
地
域
で

あ
っ
た
。

　
三
州
の
「
五
民
」
と
は
、
土
人
・
北
人
・
属
人
・
射
耕
人
・
傭
人
の
五
種
の
民
で
あ
る
。
そ
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
「
土
人
」
と
は
、
い
な

か
び
た
風
貌
を
し
た
農
村
の
住
民
で
、
露
語
と
呼
ば
れ
る
彼
ら
の
雷
語
は
通
訳
を
介
さ
な
け
れ
ば
漢
人
と
は
意
思
の
疏
通
が
で
き
な
か
っ
た
と

さ
れ
、
周
去
非
は
こ
れ
を
往
古
の
響
応
の
後
窩
と
考
え
て
い
た
。
第
二
に
挙
げ
ら
れ
る
全
人
は
い
わ
ゆ
る
漢
人
で
、
五
代
の
動
乱
の
た
め
に
二

藍
に
落
籍
し
た
西
北
の
流
民
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
彼
ら
は
南
方
仕
り
は
あ
る
も
の
の
、
福
建
や
湖
広
の
住
民
よ
り
は
る
か
に
標
準
的
な
漢
語

を
操
り
、
僻
遠
の
地
の
常
と
し
て
話
し
上
葉
の
中
に
華
北
で
は
用
い
ら
れ
な
い
古
い
語
彙
を
残
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
店
懸
遣
い
の
明
晰

さ
は
申
原
人
士
も
及
ば
な
い
ほ
ど
だ
と
称
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
裡
人
は
渓
洞
か
ら
出
て
き
た
蛮
族
で
、
妖
怪
を
崇
拝
し
、
わ
け
の
わ

か
ら
な
い
言
葉
を
話
し
て
禽
獣
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
と
い
い
、
射
耕
人
は
耕
地
を
求
め
て
福
建
か
ら
移
住
し
て
き
た
閾
語
を
話
す
開

拓
移
民
、
島
人
は
仁
心
混
濡
し
た
方
言
を
話
す
船
住
ま
い
の
人
々
で
、
独
自
の
縄
張
り
意
識
と
夏
蚕
関
係
を
も
っ
て
い
た
と
記
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
五
種
の
民
は
い
わ
ゆ
る
渓
洞
の
住
民
で
は
な
く
、
い
ず
れ
も
欽
州
の
管
下
に
属
す
る
州
民
と
認
識
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
う
ち

の
い
ず
れ
が
周
去
非
自
身
に
と
っ
て
最
も
近
し
い
存
在
で
あ
っ
た
か
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
当
地
に
赴
任
す
る
地
方
官
が
言
葉
も
通
じ
な
い
異

種
族
の
寄
り
合
い
所
帯
を
と
り
ま
と
め
る
に
は
、
現
地
の
事
情
に
通
じ
た
「
北
人
」
た
ち
の
協
力
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
官
府
の
膝
下

に
居
住
し
、
漢
語
を
話
し
、
立
地
の
風
俗
に
従
う
城
邑
と
い
う
空
間
を
形
づ
く
る
こ
と
で
、
王
朝
国
家
に
属
す
る
州
県
と
い
う
体
裁
を
辛
う
じ

て
整
え
て
い
た
。
流
露
の
統
治
す
る
州
県
と
い
う
生
活
空
間
は
、
立
地
本
土
の
人
々
に
こ
そ
な
じ
み
深
い
も
の
だ
っ
た
が
、
「
土
人
」
を
含
め
、

そ
の
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
は
民
戸
と
し
て
の
義
務
は
負
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
在
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
基
本
的
な
生
活
圏
と
し
て
お
り
、

そ
の
棲
み
分
け
が
容
易
に
解
消
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

54　（54）



同イヒと異イヒ（1⊥1隔f＞

　
こ
う
し
た
状
況
は
、
明
代
半
ば
に
至
っ
て
も
、
大
勢
と
し
て
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
王
士
性
の
咽
広
志
繹
撫
に
は
、
廉
州
府
の
四
民
と
し
て
、

客
戸
・
東
人
・
埋
人
・
蟹
人
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
客
戸
と
は
官
話
を
解
し
城
市
で
商
業
を
営
む
人
々
、
東
人
と
は
補
語
を
解
し
郷
村
で

農
業
を
営
む
人
々
と
い
う
か
ら
、
『
嶺
外
代
々
隔
の
北
人
と
射
耕
人
に
近
い
。
「
土
人
」
は
半
人
と
混
岡
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
当
地
の
一
般
民

戸
と
し
て
特
記
さ
れ
な
か
っ
た
だ
け
か
も
知
れ
な
い
。
嘉
靖
『
欽
州
志
』
で
は
、
猿
人
や
平
人
な
ど
は
性
毛
年
間
に
は
も
は
や
一
般
の
民
と
弁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

別
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
と
さ
れ
、
ま
た
州
城
内
外
に
居
住
す
る
軍
戸
や
商
人
は
衣
冠
礼
節
か
ら
話
さ
れ
る
言
葉
ま
で
漢
地
と
異
な
る
と
こ
ろ

は
な
か
っ
た
が
、
農
村
部
の
人
々
は
髪
を
結
い
上
げ
る
こ
と
も
せ
ず
裸
足
で
活
動
し
、
衣
冠
も
整
え
ず
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
言
葉
を
話
し
て
い

た
と
い
う
。
彼
ら
は
正
し
い
文
字
は
あ
ま
り
識
ら
な
い
の
に
、
巫
師
た
ち
の
間
で
官
府
に
は
判
別
で
き
な
い
自
分
た
ち
の
文
字
を
伝
え
て
い
た
。

さ
ら
に
、
彼
ら
が
住
ま
う
高
欄
と
呼
ば
れ
る
建
物
は
、
上
古
の
巣
居
の
俗
が
変
わ
ら
ず
残
っ
た
も
の
で
、
交
趾
な
ど
東
南
の
混
綿
は
み
な
同
様

で
あ
る
と
記
さ
れ
る
。
特
に
同
州
の
永
楽
県
に
関
し
て
は
、
広
西
と
境
を
接
す
る
た
め
に
言
語
が
通
じ
ず
、
習
俗
は
「
墨
型
」
と
同
様
で
あ
る

と
さ
れ
、
婚
姻
や
男
女
関
係
に
ま
つ
わ
る
「
夷
風
」
を
あ
げ
つ
ら
う
叙
述
が
続
く
。

　
流
量
非
の
『
嶺
外
代
答
』
か
ら
王
飽
性
の
『
広
志
繹
』
ま
で
は
お
よ
そ
四
百
年
の
時
間
が
経
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
宋
元
明
の
三
代
を
通
じ

て
繰
り
返
さ
れ
た
安
南
遠
征
や
王
朝
交
代
に
は
、
そ
れ
な
り
の
規
模
の
人
相
移
動
が
と
も
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
竪
猿
と
土
人
の
境
は
曖
昧

に
な
り
、
か
つ
て
の
「
北
人
」
よ
り
は
、
広
東
人
や
福
建
人
が
商
工
業
者
と
し
て
こ
の
地
に
大
き
な
地
歩
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
そ
れ
ら
の
集
団
間
で
い
か
に
成
員
の
流
動
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
『
欽
州
志
』
の
記
述
を
信
じ
る
限
り
、
北
方
の
「
文
明
」
の
出
先
機
関

で
あ
る
州
城
と
、
亜
熱
帯
の
自
然
条
件
に
適
応
し
た
風
俗
を
固
持
す
る
農
村
と
の
対
照
の
構
図
に
、
依
然
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

欽
州
の
よ
う
に
、
流
官
が
置
か
れ
、
真
珠
の
採
取
や
交
趾
と
の
交
易
で
経
済
的
に
開
か
れ
た
土
地
に
し
て
、
彼
ら
の
い
う
「
王
化
」
の
進
行
に

は
限
界
が
あ
っ
た
。
ま
し
て
や
、
入
り
組
ん
だ
山
峡
が
連
な
り
、
道
中
の
治
安
確
保
も
万
全
で
は
な
い
広
西
内
陸
の
「
渓
洞
」
に
漢
人
た
ち
の

入
植
が
進
む
の
は
、
か
な
り
時
代
を
降
っ
て
か
ら
の
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
は
渓
洞
蛮
、
す
な
わ
ち
後
世
の
「
土
人
」
た
ち
の
天
下
で
あ
っ
た
。
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宋
代
の
渓
洞
蛮
は
、
辺
境
防
衛
の
た
め
「
壮
丁
」
と
呼
ば
れ
る
軍
役
に
就
い
て
い
た
。
こ
れ
は
も
と
も
と
広
源
州
で
蜂
起
し
た
雨
意
高
の
鎮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

圧
に
際
し
て
設
け
ら
れ
た
制
度
で
あ
る
。
当
時
交
趾
と
呼
ば
れ
た
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
領
内
の
慰
霊
州
に
興
起
し
、
誌
面
に
侵
入
し
て
一
時
は
広
州
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

包
囲
し
た
儂
氏
の
活
動
は
、
広
西
の
タ
イ
系
民
族
が
中
心
と
な
る
反
乱
と
し
て
は
、
史
上
最
も
大
規
模
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
反
乱
が
宣
撫
使

秋
青
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
、
儂
魂
送
が
安
坐
領
に
行
方
を
く
ら
ま
す
と
、
こ
れ
以
降
、
広
西
地
方
全
体
を
～
丸
と
し
て
中
国
王
朝
か
ら
の
自
立

を
試
み
る
よ
う
な
勢
力
は
、
つ
い
に
現
れ
な
か
っ
た
。
中
国
王
朝
の
「
蛮
を
も
っ
て
蛮
を
制
す
る
」
政
策
が
効
を
奏
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

渓
洞
の
武
人
は
騎
射
に
優
れ
、
鵬
靡
州
の
官
が
外
出
す
る
際
に
は
一
千
騎
を
数
え
る
兵
団
が
一
糸
乱
れ
ぬ
隊
列
を
組
ん
で
儀
佼
を
務
め
、
靖
康

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
変
に
際
し
て
は
、
心
室
の
た
め
に
勤
王
の
師
と
し
て
従
軍
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
彼
ら
は
ま
さ
し
く
後
世
の
土
嚢
の
先
駆
け
で
あ
っ
た
。

　
た
だ
し
、
繭
嶺
外
代
注
脚
に
よ
れ
ば
、
志
願
年
間
に
は
四
万
人
あ
ま
り
を
数
え
た
壮
丁
は
、
周
去
非
が
広
西
に
赴
任
し
た
淳
煕
年
間
に
は
す

で
に
官
府
の
与
り
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
画
面
左
右
江
流
域
の
嗣
酋
た
ち
は
領
民
を
組
織
し
て
田
子
甲
と
呼
ば
れ
る
兵
団
を
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

織
し
て
お
り
、
官
府
は
そ
の
一
兵
た
り
と
も
動
か
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
丸
秘
七
嗣
の
胴
丁
は
、
当
初
経
略
安
撫
司
の
魔
下
で
安

南
と
の
境
界
の
守
り
に
あ
た
っ
た
が
、
周
去
非
の
在
任
時
に
は
こ
れ
も
や
は
り
鯛
酋
の
管
下
に
置
か
れ
て
い
た
。
彼
ら
に
対
す
る
官
軍
の
待
遇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

が
目
に
余
る
と
い
う
理
由
で
、
燗
酋
が
自
ら
彼
ら
を
監
督
す
る
こ
と
を
願
い
出
た
た
め
だ
と
い
う
。
嗣
酋
と
嘱
丁
の
主
従
関
係
に
つ
い
て
、
周

去
非
は
以
下
の
よ
う
に
書
き
残
し
て
い
る
。

　
飼
丁
は
日
々
そ
れ
ぞ
れ
が
義
務
と
し
て
水
陸
の
産
物
を
上
納
し
、
嗣
酋
の
た
め
に
労
働
に
勤
し
み
な
が
ら
、
～
年
中
腹
を
空
か
せ
、
嗣
酋
の
た
め
に
命
を
懸

　
け
て
戦
役
に
あ
た
っ
て
い
る
の
に
、
さ
ら
に
い
っ
そ
う
の
搾
取
を
受
け
る
。
何
か
小
さ
な
過
ち
が
あ
れ
ば
、
（
綱
酋
は
）
手
兵
を
遣
っ
て
上
流
で
こ
れ
を
斬

　
首
し
、
自
分
は
下
流
で
こ
れ
を
実
検
す
る
。
夕
方
に
な
る
と
酋
長
は
泥
酔
し
て
剣
を
携
え
て
そ
ぞ
ろ
歩
き
、
逃
げ
遅
れ
た
七
五
を
手
に
か
け
る
。
こ
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
に
し
て
人
々
を
服
従
さ
せ
る
と
は
、
何
と
酷
い
こ
と
だ
ろ
う
1
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ま
た
、
明
代
の
贈
官
の
権
勢
、
そ
し
て
そ
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
人
々
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
王
母
性
の
『
広
志
繹
』
に
次
の
よ
う
な
記
述
が

あ
る
。

　
土
州
の
民
は
、
国
税
を
納
め
た
上
、
さ
ら
に
所
属
の
州
に
も
賦
税
を
納
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
省
の
要
請
で
軍
役
に
あ
て
ら
れ
る
ほ
か
、
州
が
し
ば
し

　
ば
近
隣
と
私
的
に
戦
争
を
行
う
。
副
官
が
中
央
へ
の
慶
賀
や
贈
罪
の
た
め
行
う
散
財
は
、
み
な
土
民
に
負
担
を
割
り
当
て
、
少
し
で
も
逆
ら
え
ば
た
ち
ま
ち

　
殺
さ
れ
て
家
財
を
没
収
さ
れ
る
。
ま
た
、
刑
罰
は
道
理
や
法
律
に
よ
ら
ず
、
土
官
の
思
い
の
ま
ま
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
土
民
の
苦
し
み
は
一
般
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
民
に
百
倍
し
、
多
く
の
人
々
が
流
官
の
州
県
に
逃
げ
出
し
て
兵
と
な
っ
て
い
る
。

　
漢
人
の
観
察
者
た
ち
に
よ
る
胴
酋
・
壌
土
の
圧
制
批
判
に
も
関
わ
ら
ず
、
渓
洞
の
領
主
制
は
土
府
州
県
と
し
て
長
期
的
に
持
続
し
た
。
銅
酋

や
里
宮
に
よ
る
武
断
支
配
の
背
景
に
は
、
広
西
社
会
に
横
溢
す
る
復
讐
と
自
力
救
済
の
気
風
と
も
関
わ
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
肥
代
の
渓
洞

蛮
は
、
殺
し
合
い
を
好
み
、
＝
言
で
も
気
に
障
る
こ
と
を
言
う
と
す
ぐ
に
刃
物
で
刺
さ
れ
る
と
か
、
十
年
、
百
年
置
っ
て
も
恨
み
は
忘
れ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
⑫

と
も
伝
え
ら
れ
る
が
、
明
代
の
「
狢
狸
」
も
、
先
祖
に
仇
が
あ
れ
ば
子
孫
は
九
代
先
ま
で
争
い
あ
い
、
た
だ
実
力
の
強
弱
で
是
非
を
決
す
る
と

さ
れ
、
二
つ
の
村
の
問
で
殺
し
合
い
が
起
こ
る
と
、
早
老
が
和
解
の
調
停
に
立
ち
、
互
い
に
死
者
を
数
え
て
上
野
幾
ら
分
と
値
踏
み
し
て
豚
・

鶏
・
布
な
ど
で
賠
償
し
た
と
い
う
。
当
時
の
偲
諺
に
も
「
狢
が
狢
を
殺
す
も
朝
を
動
か
さ
ず
、
狸
が
獲
を
殺
す
も
状
を
告
せ
ず
」
と
い
わ
れ
、

人
命
の
損
亡
に
関
し
て
一
般
に
王
朝
官
府
の
干
渉
を
受
け
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
土
司
の
法
は
極
度
に
厳
格
で
、
鞭
打
ち
や
黒
潮
に
処

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

さ
れ
て
も
人
々
は
甘
ん
じ
て
従
う
た
め
、
土
人
た
ち
は
私
怨
に
は
臆
病
だ
が
公
戦
に
は
勇
敢
で
あ
る
と
評
さ
れ
た
。
特
に
右
江
流
域
の
土
官
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

土
目
に
罪
が
あ
れ
ば
自
ら
刑
繊
を
お
こ
な
い
、
官
府
も
こ
れ
を
餐
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
綱
酋
も
土
官
も
、
領
民
の
生
殺
与
奪
を
左
右

す
る
事
実
上
の
治
外
法
権
を
握
り
、
こ
れ
を
餐
め
立
て
す
る
上
位
権
力
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
同
様
で
あ
っ
た
。
領
内
に
お
け

る
武
断
統
治
は
土
窯
相
互
の
恒
常
的
な
武
力
行
使
と
う
ら
は
ら
の
関
係
に
あ
る
。
王
士
性
は
日
々
戦
争
に
明
け
暮
れ
る
土
官
た
ち
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

　
離
弁
は
領
土
や
継
承
問
題
を
め
ぐ
っ
て
互
い
に
争
わ
な
い
日
と
て
な
い
。
辺
境
の
人
民
は
ゆ
え
な
く
し
て
戦
陣
に
倒
れ
る
こ
と
数
え
切
れ
な
い
。
春
秋
戦
国
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の
時
代
は
ま
さ
に
こ
の
と
お
り
だ
っ
た
ろ
う
。
も
し
郡
県
を
立
て
る
こ
と
が
な
か
っ
た
ら
、
天
下
は
み
な
こ
の
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。
秦
尊
皇
の
万
世
の
功
を

　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
知
る
思
い
だ
。

こ
れ
を
も
う
～
歩
進
め
る
な
ら
ば
、
春
秋
戦
国
の
乱
世
が
秦
工
学
に
よ
っ
て
平
定
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
広
西
言
為
の
暴
戻
を
懲
ら
す
の
は
大
明

皇
帝
を
お
い
て
な
い
と
い
う
話
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。
漢
入
士
大
夫
に
と
っ
て
土
官
の
領
民
支
配
は
非
文
明
的
な
専
制
体
制
に
ほ
か
な
ら
な

か
っ
た
。
皇
帝
を
頂
点
に
戴
き
雷
雨
が
分
掌
す
る
府
州
県
と
い
う
理
想
的
な
社
会
体
制
を
、
い
ず
れ
は
西
南
の
辺
土
に
及
ぼ
さ
ね
ば
な
ら
な
い

と
す
る
の
は
、
い
わ
ば
士
大
夫
の
良
心
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
広
西
の
西
部
に
ま
で
改
土
帰
流
の
波
を
及
ぼ
そ
う
と
し
た
こ

と
は
、
単
に
漢
人
の
自
民
族
中
心
の
膨
張
主
義
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
文
明
に
よ
る
野
蛮
の
開
化
と
い
う
理
念
に
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
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①
　
土
湿
土
司
制
度
に
つ
い
て
は
、
襲
蔭
『
中
暑
土
壁
制
度
㎞
（
雲
南
民
族
出
版
社
、

　
　
九
九
二
）
を
参
照
。

②
　
河
原
正
博
「
広
西
蛮
酋
の
始
遷
祖
に
つ
い
て
」
（
『
漢
民
族
華
南
発
展
史
研
究
幽

　
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
）
。

③
葉
盛
『
水
東
日
記
幽
翠
四
昌
（
殊
不
知
、
）
諸
司
職
掌
所
載
湖
廣
・
四
川
・
雲

　
南
・
巽
西
世
襲
土
官
者
、
如
露
西
右
江
之
零
・
黄
、
四
川
之
田
・
楊
、
宋
元
來
世

　
長
攣
夷
、
其
種
類
駅
鈴
土
人
、
如
猫
人
・
猿
人
之
云
。
」

④
嘉
靖
牌
欽
州
志
輪
巻
㎝
／
風
俗
。

⑤
綱
丁
に
つ
い
て
は
、
岡
田
宏
二
門
謡
歌
廣
南
西
路
左
・
右
江
地
域
の
嗣
丁
に
つ

　
い
て
」
（
例
大
束
文
化
大
土
紀
要
撫
（
人
文
科
學
）
二
八
、
一
九
九
〇
）
。

⑥
儂
年
高
の
反
批
に
つ
い
て
は
、
河
原
正
博
「
群
薄
高
の
叛
乱
と
交
趾
」
（
欄
法
政

　
史
学
睡
ご
一
、
一
九
五
九
）
、
小
川
博
門
聖
代
の
儂
智
高
の
事
蹟
」
（
『
中
国
大
陸

　
古
文
化
研
究
』
一
－
四
、
一
九
六
五
！
六
七
）
、
岡
田
宏
二
「
儂
智
高
の
反
乱
を

　
め
ぐ
る
諸
問
題
」
（
『
大
東
文
化
大
学
紀
要
幅
　
七
、
一
九
七
九
）
な
ど
を
参
照
。

　
ま
た
、
中
国
と
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
儂
智
高
評
価
の
変
遷
に
つ
い
て
扱
っ
た
論

　
考
に
、
伊
藤
正
子
「
儂
智
高
の
語
り
方
－
申
越
国
境
少
数
翠
蓋
の
「
英
雄
」
と

　
国
家
」
（
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
臨
一
四
二
、
二
〇
〇
三
）
が
あ
る
。

⑦
周
密
非
『
嶺
外
代
答
』
巻
三
／
外
翼
門
下
／
田
子
甲
。

⑧
周
去
非
咽
嶺
外
代
答
隔
巻
三
／
外
國
門
下
／
門
並
。

⑨
周
去
非
『
艶
麗
代
答
隔
巻
添
／
外
國
門
下
／
胴
丁
戊
邊
。

⑩
周
去
非
『
論
外
代
番
西
巻
三
／
外
国
門
下
／
嘱
丁
　
「
燗
数
日
各
以
職
供
水
陸

　
之
産
、
為
之
力
作
、
終
歳
而
不
得
～
飽
。
為
之
敷
詰
戦
争
、
薦
復
舳
科
轍
。
一
有

　
微
過
、
遣
所
親
軍
、
斬
之
上
流
、
而
自
於
下
流
閲
其
戸
也
。
臼
嚥
翁
娘
心
、
杖
劒

　
散
歩
、
胴
丁
避
不
及
者
、
手
刃
焉
。
類
以
此
為
服
人
之
威
、
何
其
酷
也
。
」

⑪
王
士
性
『
廣
志
繹
』
巻
五
／
西
南
諸
省
筆
土
州
民
既
納
國
税
、
又
加
納
本
州

　
一
締
租
祝
、
凸
起
艦
船
調
骨
無
西
、
又
本
州
時
胤
ハ
灘
斜
封
戦
争
殺
繊
、
又
土
官
【
有
慶
碧
ハ
、
窟
U

　
塩
類
、
管
灘
土
民
賠
之
、
稿
不
如
意
即
殺
而
没
其
家
、
又
刑
暴
不
以
理
法
、
但
随

　
潮
音
行
、
故
土
民
之
苦
視
流
民
百
倍
、
守
山
逃
扇
流
上
州
縣
為
兵
者
。
」

⑫
朱
輔
『
渓
螢
叢
笑
扁
／
讐
殺
。

⑬
脇
露
㎎
赤
雅
㎞
巻
～
／
法
制
。



⑭
轟
轟
性
『
廣
志
繹
』
巻
五
／
西
論
詰
省
。

⑮
王
士
性
『
陵
志
繹
下
巻
五
／
西
南
諸
省
　
「
土
窟
箏
界
・
争
襲
、

無
B
不
尋
干

父
、
邊
人
無
故
死
干
鋒
鏑
者
、
何
箇
以
数
計
也
。
春
秋
蔵
置
時
事
當
馬
偏
此
。
若

非
郡
縣
之
設
、
天
下
皆
此
光
景
耳
。
陥
凹
薬
始
皇
有
萬
世
職
功
。
」

三
学
校
と
軍
役

イヒと異イヒ（山暗）

（一

j
　
学

校

　
明
清
王
朝
に
お
け
る
学
校
制
度
は
、
在
野
の
人
材
を
王
朝
の
官
吏
に
登
用
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
一
方
、
民
心
を
教
化
し
、
い
わ
ゆ
る
良
風

美
俗
を
地
方
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
機
関
で
も
あ
っ
た
。
広
西
は
当
時
の
中
原
か
ら
見
れ
ば
い
わ
ば
蛮
風
夷
俗
の
土
地
柄
で
あ
り
、

学
校
の
果
た
す
教
化
の
側
面
が
と
り
わ
け
重
視
さ
れ
た
。
明
朝
治
下
の
府
州
県
で
学
校
の
建
設
が
正
式
に
発
令
さ
れ
た
の
は
、
洪
武
二
年
の
詔

　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
が
、
流
官
地
域
で
は
、
身
代
に
は
ほ
と
ん
ど
の
府
州
県
に
学
校
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。
一
方
、
広
西
の
土
官
地
域
で
は
、

明
初
の
時
点
で
い
ず
れ
か
の
府
州
県
に
学
校
が
存
在
し
た
と
い
う
記
録
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
土
官
た
ち
は
学
校
な
ど
な
く
と
も
子
弟
を
教
育

す
る
手
づ
る
は
い
く
ら
で
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
土
官
の
子
弟
は
原
則
三
年
に
一
度
と
定
め
ら
れ
た
朝
貢
の
た
め
、
使
節
と
し
て
京
師
を
訪

れ
た
が
、
下
穿
二
三
年
五
月
、
播
州
お
よ
び
貴
州
宣
慰
重
殺
と
属
下
の
宣
撫
司
が
そ
の
際
に
子
弟
を
国
子
監
に
入
学
さ
せ
る
こ
と
を
請
願
し
て

　
　
　
　
　
　
②

許
可
さ
れ
て
い
る
。
土
官
側
の
ね
ら
い
は
、
そ
の
子
弟
が
国
子
監
と
い
う
漢
人
士
大
夫
も
仰
ぎ
見
る
学
問
の
府
に
身
を
置
く
こ
と
で
、
他
の
土

塗
や
部
下
の
土
目
た
ち
に
対
す
る
文
化
的
威
僑
を
高
め
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
洪
武
儀
と
し
て
も
彼
ら
を
全
国
の
生
え
抜
き
の
監
生
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
問
に
置
い
て
教
化
、
す
な
わ
ち
馴
化
を
推
進
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
成
化
一
七
年
二
月
、
雲
南
巡
撫
呉
誠
が
、
尊
墨
の
継
嗣
と
な
る
子
弟
を
附
近
の
府
学
に
入
学
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
上
奏
を
行
っ
た
。
土
官

の
子
弟
に
「
患
孝
礼
義
」
を
知
ら
し
め
、
黒
塗
を
感
化
し
て
母
宮
家
中
の
跡
目
争
い
を
防
止
す
る
と
い
う
の
が
そ
の
目
的
で
あ
っ
た
。
礼
部
は

こ
れ
に
賛
同
し
、
さ
ら
に
僻
遠
の
地
の
子
弟
で
年
齢
が
幼
い
者
に
つ
い
て
は
、
社
学
を
開
校
し
て
隣
境
か
ら
師
を
招
き
、
提
五
型
に
監
督
さ
せ
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④

る
こ
と
が
開
襟
さ
れ
、
土
官
継
嗣
が
附
近
の
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
が
令
と
し
て
公
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
明
代
中
期
ま
で
は
下

官
が
自
ら
学
校
を
建
て
た
例
は
思
恩
軍
民
府
を
除
く
ほ
か
に
確
認
で
き
ず
、
一
般
の
土
人
た
ち
に
対
す
る
教
育
制
度
は
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
漢
人
風
の
教
育
は
少
数
の
土
官
の
子
弟
が
独
占
す
る
特
権
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
、
広
西
の
諸
官
地
域
で
は
、
県
営
が
廃
止
さ
れ
る
事
例
が
複
数
確
認
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
洪
武
二
十
三
年
九
月
、
慶
遠
府
蕩
波
県
の

県
学
が
廃
止
さ
れ
た
。
こ
れ
に
先
立
つ
県
か
ら
の
報
告
で
は
、
同
学
の
生
員
は
み
な
「
苗
蛮
亭
亭
滑
舌
の
徒
」
、
す
な
わ
ち
ろ
く
に
漢
語
を
話

せ
な
い
人
々
で
、
教
育
の
意
味
は
な
く
選
書
に
も
堪
え
な
い
た
め
、
た
だ
徒
ら
に
民
の
供
給
を
費
や
す
ば
か
り
で
、
国
家
の
利
益
に
も
な
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
⑤

い
と
い
う
の
で
あ
る
。
同
様
に
宣
徳
元
年
九
月
に
は
、
や
は
り
懸
場
の
諸
撚
・
接
壌
両
県
の
督
学
が
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
巡
按
御
史
の
報
告
で

は
、
両
県
も
た
び
た
び
「
蛮
冠
」
に
よ
っ
て
生
員
が
掠
わ
れ
た
結
果
、
当
時
思
春
眠
の
学
生
は
わ
ず
か
四
人
、
折
城
県
に
は
一
人
の
在
学
者
も

い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
県
に
は
荒
戸
が
少
な
く
、
住
民
は
「
狢
撞
」
ば
か
り
だ
が
、
言
葉
が
通
じ
な
い
た
め
教
育
に
堪
え
ず
、
そ
の
う
え
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

校
に
も
入
り
た
が
ら
な
い
の
で
、
た
だ
む
だ
に
学
官
の
み
が
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
ほ
か
に
も
成
下
四
年
に
桂
各
県
、
正
徳
五
年
に
平

楽
県
が
府
営
に
合
併
さ
れ
て
い
る
。
学
校
の
定
員
割
れ
の
主
要
な
原
因
は
戦
乱
や
人
材
不
足
等
だ
っ
た
が
、
こ
れ
が
万
暦
四
年
に
い
た
る
と
、

広
西
・
雲
南
・
四
川
等
の
奇
計
帰
流
州
県
、
お
よ
び
土
官
地
域
の
学
校
に
対
し
、
地
元
出
身
者
の
み
入
学
を
許
可
し
、
他
温
州
の
住
民
が
籍
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

詐
っ
て
入
学
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
令
が
下
さ
れ
て
い
る
。
広
西
の
辺
郡
は
、
人
口
密
集
地
域
の
過
当
競
争
を
逃
れ
よ
う
と
す
る
科
挙
受
験
者

が
出
身
を
詐
っ
て
定
員
に
滑
り
込
む
の
に
恰
好
の
ポ
ス
ト
を
提
供
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　
一
方
、
明
代
初
期
に
廃
止
さ
れ
た
県
学
の
事
例
を
み
る
限
り
、
い
わ
ゆ
る
「
狢
獲
」
は
、
学
校
教
育
の
対
象
か
ら
は
外
さ
れ
て
い
た
。
万
暦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

二
四
年
論
い
た
っ
て
、
よ
う
や
く
按
察
使
提
言
副
使
の
楊
道
会
が
「
狢
撞
」
の
就
学
を
奨
励
す
る
約
条
を
頒
布
し
て
い
る
。
条
文
に
よ
れ
ば
、

こ
れ
に
先
だ
っ
て
平
楽
知
府
を
務
め
た
黄
文
燗
が
彼
ら
を
差
別
せ
ず
心
を
尽
く
し
て
人
材
育
成
に
努
め
て
お
り
、
楊
の
前
任
の
提
学
使
た
ち
が

そ
の
う
ち
か
ら
年
若
く
聡
明
な
者
を
選
ん
で
就
学
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
狢
狸
の
子
弟
が
集
ま
り
、
み
な
衣
冠
を
整
え
て
中
原
の
風
に
従
っ

た
と
い
う
。
楊
道
会
は
こ
れ
を
平
楽
だ
け
で
な
く
全
省
で
行
う
べ
き
だ
と
し
て
、
各
級
官
府
か
ら
土
司
ま
で
、
内
地
の
社
学
の
制
度
に
準
じ
て
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同イヒと異イヒ（山賑F）

獲
の
子
弟
に
も
教
育
の
機
会
を
与
え
る
よ
う
指
令
を
出
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
方
で
各
州
県
の
悪
徳
里
長
が
こ
れ
を
逆
手
に
と
っ
て
、

就
学
を
願
わ
な
い
玉
人
か
ら
金
品
を
ま
き
あ
げ
た
り
、
古
学
の
教
官
や
胃
吏
が
入
学
し
た
黒
人
か
ら
何
か
と
謝
礼
や
非
正
規
の
出
費
を
要
求
し

た
り
な
ど
の
不
正
を
未
然
に
防
止
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
万
暦
年
間
に
至
っ
て
も
「
狢
狸
」
と
呼
ば
れ
た
人
々
の
就
学

が
む
し
ろ
ま
れ
で
あ
り
、
彼
ら
が
自
ら
そ
れ
を
望
ん
で
い
た
わ
け
で
も
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
　
兵

役

　
土
質
配
下
の
兵
士
は
土
留
と
呼
ば
れ
、
し
ば
し
ば
心
象
の
名
で
史
料
上
に
現
れ
る
。
彼
ら
は
「
狢
撞
」
の
反
乱
の
た
び
に
官
軍
側
に
動
員
さ

れ
、
全
国
に
そ
の
勇
猛
ぶ
り
を
知
ら
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
嘉
靖
倭
冠
期
に
は
、
軽
輩
の
保
靖
・
永
順
両
宣
慰
司
か
ら
土
兵
六
千
名
、
広
西
の
田

州
・
帰
順
州
・
東
繭
州
・
同
地
州
か
ら
狼
兵
六
千
名
が
江
南
の
戦
役
に
徴
発
さ
れ
た
。
江
南
に
駐
留
し
た
土
兵
・
狼
兵
に
つ
い
て
は
、
戦
功
よ

り
も
徴
用
先
で
　
般
人
民
を
虐
げ
た
話
ば
か
り
が
誇
大
に
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
原
因
の
一
端
は
土
宮
に
よ
る
兵
士
に
対
す
る
扱
い
の
苛
酷
さ
に

も
帰
せ
ら
れ
る
。
王
士
性
に
よ
れ
ば
、
操
兵
に
支
給
さ
れ
る
は
ず
の
糧
食
は
す
べ
て
土
官
の
懐
に
消
え
、
彼
ら
は
自
分
で
兵
糧
を
携
え
て
行
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
一
方
、
流
官
治
下
で
も
、
官
府
に
帰
順
し
た
熟
狢
や
愚
人
が
兵
役
に
応
ず
る
場
合
が
あ
っ
た
。
「
樒
兵
」
の
語
は
『
宋
史
』
に
も
用
例
が
あ

⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

り
、
元
代
に
も
一
度
は
王
朝
に
帰
順
し
た
「
叢
叢
」
が
し
ば
し
ば
叛
乱
を
起
こ
し
た
記
録
が
み
え
る
。
明
代
に
な
る
と
、
「
甲
兵
」
以
外
に
、

慶
遠
府
な
ど
の
辺
地
の
塗
樽
に
「
狸
兵
」
が
置
か
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
そ
の
ほ
か
「
属
兵
」
、
す
な
わ
ち
漢
人
以
外
の
種
族
の
兵
が
至
る

と
こ
ろ
に
配
備
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
と
並
ん
で
某
墜
頭
目
と
い
う
表
記
も
多
々
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
「
馬
頭
」
や
「
狸
老
」
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

と
呼
ば
れ
る
狸
の
首
領
に
率
い
ら
れ
た
一
群
を
さ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
ほ
か
、
平
時
に
は
屯
田
の
耕
作
に
従
事
し
、
変
事
に
際
し
て
官
府
の
徴
発
に
応
じ
た
人
々
は
、
新
兵
に
類
別
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。

彼
ら
は
一
般
に
「
狼
人
」
で
、
巡
検
や
平
穏
な
ど
の
下
級
土
官
に
服
属
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
屯
田
は
、
往
々
に
し
て
も
と
は
民
田
で
、
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周
辺
に
「
魚
猟
」
が
出
没
し
た
た
め
所
有
者
が
避
難
し
て
い
る
間
に
、
そ
の
鎮
圧
に
あ
た
っ
た
狼
兵
が
占
拠
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
っ
た
。
こ

れ
は
民
戸
た
ち
に
と
っ
て
は
父
祖
の
田
地
だ
が
、
み
す
み
す
狸
人
に
奪
わ
れ
る
く
ら
い
な
ら
ば
兵
士
に
く
れ
て
や
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
話

に
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
狼
人
た
ち
は
こ
れ
を
奇
貨
と
し
て
、
あ
ち
こ
ち
で
兵
役
に
就
い
て
報
賞
に
あ
ず
か
り
、
一
時
は
そ
こ
ら
じ
ゅ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

に
耕
兵
が
盗
れ
て
い
た
と
い
う
。
確
か
に
「
頭
目
田
扁
や
「
土
舎
田
」
な
ど
、
狼
兵
の
所
有
と
お
ぼ
し
き
田
地
が
目
立
つ
が
、
一
方
で
永
福
県

に
は
「
寒
詣
岩
狸
輸
着
岸
」
、
平
楽
県
に
は
「
耕
兵
猪
猟
」
・
「
細
目
」
・
「
狢
藻
」
な
ど
の
名
目
が
見
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
屯
田
の
内
実
は
む

し
ろ
狢
人
や
狸
人
、
そ
し
て
漢
人
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
種
族
の
人
々
を
、
必
要
に
応
じ
て
兵
士
と
し
て
徴
用
す
る
た
め
の
プ
ー
ル
だ
っ
た
に
違
い

な
い
。
ち
な
み
に
、
動
乱
を
避
け
て
一
時
的
に
身
を
隠
し
た
人
々
の
田
地
を
占
拠
し
て
自
己
の
所
有
と
し
て
し
ま
う
の
は
好
人
の
常
道
と
さ
れ
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
一
般
民
戸
の
怨
嵯
の
的
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
明
代
の
広
西
の
人
口
に
つ
い
て
は
、
得
人
が
半
数
を
占
め
、
狢
狸
が
三
割
、
漢
人
風
戸
は
二
割
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
証
言
が
あ
る
。
こ
の
場

合
、
狼
人
は
土
人
と
ほ
ぼ
同
義
だ
が
、
彼
ら
は
通
常
「
指
猿
」
を
討
伐
す
る
た
め
の
兵
士
と
し
て
史
料
上
に
現
れ
、
猿
人
と
は
～
線
を
画
す
る

集
団
で
あ
る
。
し
か
し
、
土
人
お
よ
び
狼
人
と
狸
爺
と
は
、
本
来
言
語
的
に
は
非
常
に
近
し
い
関
係
に
あ
り
、
民
族
識
別
工
作
で
は
ど
ち
ら
も

壮
族
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
両
者
は
別
佃
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
あ
っ
た
が
、
相
互
に
成
員
間
の
入
れ
替
え
が
可
能
な
集
団
で
も
あ
っ
た
。
明
代

の
史
料
か
ら
関
連
す
る
事
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

　
成
化
年
間
の
両
広
総
督
韓
雍
が
大
藤
峡
の
狢
賊
の
叛
乱
を
平
定
し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
梧
州
府
藤
県
の
五
屯
と
呼
ば
れ
る
地
は
、
大
藤
峡

の
左
岸
に
あ
た
り
、
二
三
千
人
に
の
ぼ
る
懸
人
が
居
住
し
て
い
た
。
こ
れ
よ
り
百
年
近
く
遡
る
洪
武
八
年
、
こ
の
地
の
頭
目
七
福
が
八
六
四
名

の
狸
人
を
招
集
し
て
桂
林
右
衛
の
申
左
粛
軍
に
編
入
さ
れ
、
千
戸
の
職
を
授
け
ら
れ
て
い
た
。
輩
福
の
死
後
、
彼
ら
を
統
率
す
る
者
は
お
ら
ず
、

衛
の
員
数
劇
減
に
も
従
わ
な
か
っ
た
た
め
、
当
時
五
〇
余
名
が
依
然
と
し
て
同
衛
で
軍
役
に
就
い
て
い
た
と
い
う
。
そ
こ
で
韓
雍
は
盲
官
正
千

戸
の
李
慶
と
い
う
人
物
を
派
遣
し
て
彼
ら
の
招
諭
に
赴
か
せ
、
断
篇
峡
の
反
乱
軍
の
要
路
を
遮
断
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
撞
人
た
ち
は
す
ぐ
に

従
い
、
隊
伍
に
編
制
さ
れ
た
軍
門
　
六
五
名
が
、
そ
の
地
で
守
備
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
地
に
は
、
韓
雍
ら
の
議
に
よ
っ
て
五
屯
屯
田
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千
戸
所
が
設
立
さ
れ
、
李
慶
が
正
千
戸
に
、
軍
福
の
喬
孫
を
称
す
る
輩
墨
書
が
世
襲
の
触
目
に
任
命
さ
れ
た
。
管
下
の
狸
民
は
、
目
下
不
在
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

者
も
含
め
て
す
べ
て
土
兵
に
編
制
さ
れ
、
彼
ら
の
田
地
は
五
年
間
税
糧
を
免
除
さ
れ
た
。

　
注
目
す
べ
き
点
は
、
韓
雍
の
は
か
ら
い
に
よ
っ
て
、
五
十
の
地
の
猫
人
が
「
土
兵
」
へ
と
編
制
さ
れ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は

「
狢
狸
」
と
「
土
人
」
と
が
別
の
種
族
概
念
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
立
て
て
き
た
が
、
実
際
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
成
員
が
置
か
れ
た
条
件
に
よ
っ
て

両
者
は
相
互
に
流
動
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
洪
武
年
問
に
猿
の
頭
目
輩
福
が
そ
の
部
衆
を
率
い
て
桂
林
衛
の
千
戸
と
な
っ
た
と
い
う
話

は
、
衛
所
と
い
う
機
関
の
性
質
を
考
え
る
上
で
も
興
味
深
い
。
こ
れ
が
事
実
な
ら
ば
桂
林
衛
の
軍
卒
の
一
部
分
を
黒
人
が
占
め
て
い
た
こ
と
に

な
る
か
ら
で
あ
る
。
実
録
に
軍
福
の
名
は
見
え
な
い
が
、
洪
武
十
七
年
に
土
州
の
土
吏
の
璽
客
用
と
い
う
人
物
が
、
父
が
元
朝
の
巡
検
を
務
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

た
と
の
理
由
で
、
撞
人
二
百
名
と
と
も
に
軍
衛
へ
の
召
し
上
げ
を
願
い
出
た
が
、
却
下
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
次
に
韓
人
と
狼
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
隆
慶
四
年
二
月
、
南
京
太
僧
寺
少
卿
の
殴
従
倹
が
桂
林
府
古
田
の
駐
留
軍
に

つ
い
て
上
奏
を
行
っ
た
。
当
時
、
古
田
で
は
嘉
靖
末
年
に
起
こ
っ
た
撞
人
車
銀
豹
ら
に
よ
る
大
反
乱
が
、
官
軍
の
鎮
圧
活
動
に
よ
っ
て
勢
い
を

失
い
、
そ
の
善
後
処
理
が
議
論
さ
れ
て
い
た
。
股
従
倹
は
、
猿
人
た
ち
の
矛
先
を
挫
い
た
の
は
、
ひ
と
え
に
狼
兵
の
力
で
あ
り
、
彼
ら
に
古
田

の
田
地
を
与
え
て
屯
守
さ
せ
、
逃
亡
し
た
賊
首
の
追
討
に
従
事
さ
せ
れ
ば
よ
い
と
考
え
、
東
蘭
・
那
地
・
南
丹
の
三
州
の
土
官
を
選
び
、
甲
兵

の
精
鋭
…
・
二
万
人
を
率
い
て
古
田
の
要
害
に
進
駐
さ
せ
、
そ
こ
に
巡
検
司
を
設
立
し
、
土
器
を
立
て
て
桂
林
府
の
管
下
に
置
く
べ
き
こ
と
を

提
書
し
た
。
段
穴
山
に
よ
れ
ば
、
当
時
古
田
の
地
に
は
数
百
に
の
ぼ
る
要
理
に
数
万
の
撞
人
が
居
住
し
て
い
た
。
し
か
し
、
土
司
が
設
立
さ
れ

れ
ば
「
図
説
」
も
や
が
て
は
「
狼
兵
」
と
な
り
、
税
糧
を
納
め
徴
兵
に
応
じ
る
こ
と
で
、
編
戸
の
万
民
と
変
わ
ら
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
の

　
　
⑰

で
あ
る
。

　
獲
人
が
や
が
て
狼
兵
と
な
り
、
い
ず
れ
は
編
戸
の
斉
民
と
な
る
と
い
う
の
は
、
単
な
る
レ
ト
リ
ッ
ク
で
は
な
い
。
明
代
後
半
か
ら
清
代
に
か

け
て
、
広
西
の
東
半
部
か
ら
「
猪
狸
」
が
姿
を
消
し
て
い
っ
た
の
は
、
こ
れ
と
大
同
小
異
の
プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
土
司
、

す
な
わ
ち
こ
こ
で
い
う
土
巡
検
司
は
、
狸
人
た
ち
を
狼
煙
へ
と
同
化
す
る
機
関
の
役
割
を
果
た
し
た
。
新
た
な
田
地
を
求
め
る
土
官
と
、
ま
つ
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ろ
わ
ぬ
狢
獲
の
馴
化
を
企
て
る
官
府
と
の
共
謀
が
見
事
に
効
を
奏
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

⑦
　
　
『
大
明
會
典
』
巻
七
六
／
禮
部
三
五
／
三
校
一
／
府
州
縣
入
園
／
學
規
。

②
『
禮
部
志
稿
幽
巻
一
／
聖
訓
／
敦
教
化
之
訓
。

③
　
洪
武
年
問
に
は
、
高
麗
や
琉
球
な
ど
外
国
の
王
族
の
子
弟
も
国
子
監
に
入
学
を

　
許
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
爺
婆
が
庖
太
宗
朝

　
の
学
校
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
『
大
雪
術
義
血
葱
巻
七
〇
／
治

　
國
平
天
下
之
要
／
崇
教
化
／
設
學
校
以
立
教
下
：
「
若
夫
屯
鶯
之
士
、
蕃
爽
之
子

　
弟
、
其
來
入
學
者
、
亦
當
雑
之
於
多
士
之
中
、
從
師
講
解
、
使
之
薫
陶
旧
染
、
相

　
観
而
善
、
不
必
各
自
以
博
士
也
。
」

④
『
禮
部
志
黒
田
巻
九
二
／
窟
文
教
／
土
官
癒
襲
子
弟
入
質
。

⑤
『
明
太
祖
実
録
㎞
巻
工
二
四
／
洪
武
二
十
六
年
正
月
戊
辰
。

⑥
咽
明
宣
宗
實
録
』
巻
二
一
／
宣
徳
元
年
九
月
壁
書
。

⑦
『
禮
部
志
稿
』
巻
二
四
／
儀
制
司
職
掌
／
學
校
／
儒
學
／
凡
土
官
入
學
。

⑧
萬
暦
『
廣
西
通
志
漏
巻
＝
フ
學
校
尉
／
狢
猟
入
幕
。

⑨
王
士
性
『
廣
志
繹
』
在
勤
／
西
南
諸
省
。

⑩
『
法
史
睡
巻
四
五
四
／
列
傳
簑
＝
三
／
忠
義
九
／
劉
子
薦
。

⑪
㎎
元
史
幽
巻
二
九
／
本
紀
第
二
九
／
泰
定
説
一
／
冬
十
月
癸
亥
、

　
三
〇
／
本
紀
第
三
〇
／
泰
定
帝
二
／
泰
定
四
年
十
二
月
庚
子
。

⑫
萬
暦
闘
廣
西
通
志
麟
巻
二
二
／
兵
防
志
二
／
民
兵
募
兵
。

⑬
萬
暦
㎎
廣
西
通
志
㎞
無
二
三
／
兵
防
志
三
／
耕
兵
。

⑭
『
明
世
宗
實
録
』
巻
ご
二
二
／
嘉
靖
二
十
五
年
六
月
丁
亥
。

⑮
『
勢
西
文
載
紬
巻
五
／
奏
書
「
議
庭
試
聴
地
方
事
宜
疏
」
。

⑯
㎎
明
太
祖
型
録
㎞
巻
～
六
七
／
洪
武
十
七
年
閏
十
月
庚
申
。

⑰
『
明
穆
宗
實
録
隔
巻
四
二
／
隆
慶
四
年
二
月
癸
丑
。

筆
録
史
』
巻
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四
田
州
峯
氏
世
系

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
広
西
土
官
に
関
す
る
記
述
は
、
す
べ
て
漢
人
が
書
き
残
し
た
文
献
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。
一
一
世
紀
、
嶺
南
の
一
角

に
タ
イ
系
民
族
の
独
立
政
権
を
打
ち
立
て
る
か
に
み
え
た
儂
智
高
の
反
乱
が
宋
朝
中
央
軍
の
南
征
に
よ
り
失
敗
に
終
わ
っ
て
以
降
、
広
西
の
非

機
場
諸
族
は
、
一
千
年
近
く
の
あ
い
だ
、
つ
い
に
一
つ
の
自
立
し
た
政
治
的
統
合
体
と
し
て
結
集
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
国
家
と
い
う
機
構

の
有
無
を
問
う
な
ら
ば
、
彼
ら
は
今
も
昔
も
一
貫
し
て
中
国
広
西
省
の
属
下
に
あ
り
、
「
壮
族
」
の
創
生
以
前
に
は
「
民
族
」
と
し
て
の
歴
史

を
も
た
な
か
っ
た
人
々
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
し
か
し
、
広
西
土
人
は
、
国
家
的
統
合
の
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
土
倉
た
ち
の
逸
史
と
い
う
形
で
自
身
の
歴
史
を
紡
い
で
き
た
。
皮
肉
な
こ
と

に
、
そ
れ
ら
は
彼
ら
自
身
の
発
祥
を
中
原
の
名
族
に
求
め
、
彼
ら
が
「
土
人
」
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を
自
ら
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
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彼
ら
の
出
自
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
土
官
の
家
史
は
「
土
人
」
社
会
と
と
も
に
あ
る
。
今
回
は
、
明
代
中
期
ま
で
広
西
土
焼
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

会
に
お
い
て
特
に
有
力
で
あ
っ
た
田
州
府
の
皇
道
と
い
う
一
族
に
つ
い
て
、
そ
の
系
譜
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。

　
白
州
は
好
望
中
流
の
比
較
的
大
き
な
盆
地
で
、
広
西
土
熱
地
域
の
中
で
も
比
較
的
豊
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
嘉
靖
通
志
に
よ
れ
ば
、
戸
数
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

六
四
〇
〇
、
人
口
が
三
万
三
〇
〇
ほ
ど
で
、
思
恩
府
や
潤
城
州
な
ど
周
辺
の
比
較
的
大
き
な
府
州
と
比
べ
て
も
圧
倒
的
な
規
模
を
誇
る
。
特
産

は
キ
ン
マ
の
葉
に
、
角
丸
、
鷹
羽
の
矢
、
石
弓
、
銀
を
あ
し
ら
っ
た
刀
剣
で
、
そ
の
品
質
は
近
隣
の
書
面
と
比
べ
て
も
抜
群
で
あ
っ
た
と
い
う
。

三
年
に
一
度
、
皇
帝
に
献
上
す
る
貢
納
品
と
し
て
馬
や
銀
の
香
炉
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
特
に
馬
は
当
地
の
産
物
と
い
う
よ
り
は
、
雲
南
西

北
の
高
原
地
帯
と
の
交
易
で
手
に
入
れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
右
江
流
域
の
土
司
は
蛮
勇
を
も
っ
て
名
高
く
、
し
ば
し
ば
省
や
総
督
を
向
こ

う
に
回
し
て
互
角
に
渡
り
合
っ
て
き
た
。
田
州
の
地
は
明
代
を
通
じ
て
右
江
の
中
心
で
あ
る
と
と
も
に
、
広
西
土
司
地
域
の
中
心
で
あ
っ
た
と

い
っ
て
よ
い
。

　
族
譜
に
よ
れ
ば
、
雰
氏
の
起
源
は
周
の
仁
王
の
異
母
弟
の
耀
と
い
う
人
物
の
息
子
渠
が
雰
圏
に
封
ぜ
ら
れ
た
の
に
起
源
し
、
後
漢
の
功
臣
舞

々
侯
零
彰
の
流
れ
を
引
く
と
さ
れ
る
。
こ
の
伝
承
は
『
土
前
身
簿
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
明
代
に
は
成
立
し
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
族
譜
に
お
い
て
田
州
を
は
じ
め
と
す
る
広
西
一
帯
の
零
氏
の
始
祖
と
さ
れ
る
の
は
、
舞
陰
侯
か
ら
数
え
て
二
十
八
代
、
儂
智
高

の
反
乱
を
討
伐
す
る
た
め
に
宋
の
将
軍
秋
青
に
従
っ
た
雰
伸
淑
と
い
う
人
物
だ
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
宋
代
の
始
遷
祖
は
『
宋
史
』
を
始

め
と
す
る
一
般
の
史
書
に
は
現
れ
な
い
。
ま
た
、
そ
の
事
蹟
に
は
他
の
史
書
の
記
述
に
照
ら
し
て
不
審
な
点
が
数
多
く
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
零

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

仲
淑
の
実
在
は
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。

　
正
史
に
現
れ
る
零
姓
の
人
物
の
う
ち
田
州
雰
氏
と
の
直
接
の
系
譜
関
係
が
疑
わ
れ
る
事
例
は
、
南
天
の
末
年
に
下
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
『
宋

史
』
本
紀
に
、
理
宗
の
景
定
三
年
十
月
に
帰
化
州
の
雰
従
順
と
い
う
人
物
が
帰
順
を
申
し
出
て
き
た
の
で
、
帰
化
州
を
奉
安
州
と
改
め
、
郎
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

毅
を
世
襲
の
知
州
に
任
じ
た
と
い
う
記
事
が
見
え
る
。
ま
た
、
こ
の
零
従
毅
は
、
『
元
豊
平
本
紀
の
至
元
十
二
年
十
一
月
に
も
、
宋
の
権
融
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

宜
・
欽
三
州
総
管
を
自
称
し
て
雲
南
行
中
書
省
に
降
伏
を
申
し
入
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、
彼
は
同
十
四
年
四
月
に
宋
の
上
安
州
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⑥

知
州
と
し
て
、
改
め
て
他
二
名
の
土
宮
と
と
も
に
一
四
七
の
渓
洞
、
計
二
五
万
六
〇
〇
〇
戸
を
と
も
な
っ
て
帰
服
す
る
。
十
八
年
十
月
に
は
雰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ガ
ン

氏
領
す
る
と
こ
ろ
の
兵
が
周
辺
で
掠
奪
・
暴
行
を
は
た
ら
い
て
鎮
安
州
の
知
州
ま
で
も
攻
め
殺
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
皇
帝
直
々
の
呼
び
出
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

を
受
け
る
と
い
う
騒
動
が
起
こ
る
が
、
実
質
的
に
は
お
餐
め
な
し
に
終
わ
る
。
十
年
後
の
二
十
九
年
閏
六
月
に
は
、
零
興
醒
が
再
び
投
降
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

隠
居
を
願
い
出
た
た
め
、
そ
の
子
の
雰
斗
栄
が
鎮
安
心
軍
民
総
管
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
正
史
に
は
は
っ
き
り
と
存
在
が
確
認
さ

れ
る
零
従
毅
だ
が
、
現
在
伝
わ
っ
て
い
る
零
氏
の
族
譜
に
は
そ
の
名
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
族
譜
の
記
述
で
は
、
華
氏
一
族
は
宋
か
ら
元
に

か
け
て
来
安
田
州
二
路
の
総
管
を
務
め
て
い
る
は
ず
な
の
で
、
あ
る
い
は
別
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
深
追
い

し
な
い
。

　
史
書
と
族
譜
の
人
名
が
間
違
い
な
く
符
合
す
る
の
は
、
そ
れ
か
ら
十
数
年
が
下
っ
た
大
徳
十
年
六
月
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
来

安
心
総
角
の
雰
雄
が
叛
い
た
た
め
、
湖
広
行
省
が
宣
慰
副
使
を
遣
わ
し
て
招
諭
し
、
そ
の
子
の
世
興
に
衣
服
を
遣
わ
し
て
帰
し
た
と
い
う
。
こ

の
玉
筆
は
延
祐
六
年
七
月
の
記
事
で
は
、
官
軍
に
叛
い
て
来
安
の
さ
ら
に
奥
地
に
立
て
籠
も
り
、
官
印
と
勅
書
を
与
え
ら
れ
て
帰
服
し
た
と
記

　
　
　
⑨

録
さ
れ
る
。
今
世
興
は
さ
ら
に
そ
の
後
も
至
重
年
間
に
再
び
叛
く
が
こ
れ
は
間
も
な
く
帰
服
し
て
許
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
す
で
に
来
安
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

下
原
の
任
に
あ
り
な
が
ら
、
耳
管
大
将
軍
の
称
号
と
沿
辺
渓
洞
軍
民
安
撫
使
の
官
位
を
授
け
ら
れ
る
。
翌
年
に
は
、
上
奏
し
て
朝
廷
に
二
度
と

反
抗
し
な
い
こ
と
を
誓
い
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
監
司
と
漢
人
の
佐
弐
官
を
来
県
路
に
派
遣
す
る
よ
う
要
請
し
て
許
可
を
得
て
い
る
。
高
い
官
位
を

授
か
り
、
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
官
員
と
つ
き
あ
う
こ
と
で
、
零
氏
は
周
辺
諸
地
域
に
対
す
る
政
治
的
優
位
を
確
立
し
て
い
っ
た
。
こ
の
あ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
ム
　
ル
　
　
　
エ
セ
ン
　
　
バ
ヤ
ン

雰
世
界
を
継
ぐ
そ
の
子
孫
た
ち
は
、
冠
木
児
・
也
先
・
伯
爵
と
三
代
に
わ
た
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
モ
ン
ゴ
ル
名
へ
の
改
名
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

元
代
を
通
じ
て
漢
人
の
問
で
も
流
行
し
た
が
、
総
構
一
族
も
例
に
も
れ
ず
当
時
政
治
的
に
優
位
に
あ
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
と
対
等
に
つ
き
あ

い
、
そ
の
人
脈
に
食
い
込
も
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
モ
ン
ゴ
ル
政
権
が
畑
原
を
放
棄
し
、
南
京
を
都
と
し
て
明
朝
が
興
る
と
、
洪
武
元
年
、
零
バ
ヤ
ン
は
明
に
帰
服
し
、
世
襲
の
知
府
に
任
ぜ
ら

れ
る
。
族
譜
に
よ
れ
ば
、
洪
武
帝
か
ら
「
五
百
年
の
忠
孝
の
家
」
と
称
え
る
勅
書
を
受
け
、
堅
と
い
う
名
を
賜
っ
た
と
い
う
。
改
名
し
た
雰
堅
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こ
と
零
バ
ヤ
ン
は
、
翌
年
に
は
東
畑
の
聖
恩
府
の
官
印
を
も
下
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
長
男
の
系
統
が
田
州
知
府
を
継
ぎ
、
早
世
し
た
次
男
・
三

男
に
代
わ
っ
て
四
男
の
子
孫
が
相
継
い
で
思
恩
知
府
を
務
め
た
。

　
こ
の
う
ち
、
雰
堅
の
孫
に
当
た
る
思
恩
知
府
の
界
瑛
は
、
十
五
世
紀
な
か
ご
ろ
広
西
中
部
の
大
藤
峡
で
起
こ
っ
た
狢
入
の
反
乱
の
鎮
圧
に
協

力
し
、
広
西
布
政
司
の
参
政
、
後
に
は
都
指
揮
同
知
に
抜
擢
さ
れ
る
。
雰
瑛
は
思
恩
府
の
社
会
基
盤
整
備
に
務
め
、
こ
の
時
は
じ
め
て
学
校
が

建
て
ら
れ
る
。
当
時
、
雰
瑛
の
名
声
は
本
家
の
田
鰻
知
府
を
凌
ぎ
、
死
後
、
駆
騎
将
軍
の
認
を
授
か
る
な
ど
、
土
官
と
し
て
は
破
格
の
待
遇
を

受
け
る
。
し
か
し
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
思
想
府
零
氏
は
雰
瑛
の
孫
の
雰
溶
の
代
で
田
州
府
と
の
抗
争
を
き
っ
か
け
に
取
り
つ
ぶ
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

①
岸
氏
｝
族
に
つ
い
て
は
、
東
洋
文
庫
に
複
数
の
族
譜
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、

　
今
回
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
以
下
の
排
印
本
を
参
照
し
た
。
噸
田
州
雰
氏

　
源
流
譜
』
（
広
西
民
族
研
究
所
、
　
九
六
五
）
、
谷
口
房
男
・
白
雲
天
編
噸
壮
族
土

　
宮
族
譜
集
成
』
（
廣
西
民
族
出
版
社
、
一
九
九
八
）
。
そ
の
世
系
に
つ
い
て
は
、
谷

　
口
房
男
「
思
恩
田
州
叛
乱
始
末
記
」
・
「
嘉
靖
海
将
叛
乱
掃
討
と
瓦
氏
夫
人
」
（
薄

　
掲
は
じ
め
に
注
①
『
華
南
民
族
史
研
究
』
）
が
あ
る
。

②
嘉
靖
『
廣
西
通
志
』
巻
五
二
／
外
志
三
／
田
州
。

③
前
掲
は
じ
め
に
注
①
『
船
腹
土
量
族
譜
集
成
』
の
白
鳳
天
の
考
証
に
よ
る
。

④
『
宋
史
』
巻
四
五
／
本
紀
四
五
／
理
宗
五
／
景
定
三
年
十
月
甲
戌
。

五
　
土
官
寄
猛
と
そ
の
時
代

⑤
『
元
史
臨
巻
八
／
本
紀
八
／
世
祖
五
／
至
元
八
年
十
～
月
明
子
。

⑥
『
寒
露
』
巻
九
／
本
紀
九
／
世
祖
六
／
至
当
十
四
年
四
月
甲
子
。

⑦
『
元
日
』
巻
＝
／
本
紀
＝
／
世
祖
八
／
至
極
十
八
年
十
月
庚
子
。

⑧
噌
元
史
輪
巻
～
七
／
本
紀
一
七
／
世
祖
一
四
／
諸
元
二
十
九
年
閏
六
月
甲
寅
。

⑨
㎎
元
詰
㎞
巻
二
六
／
本
紀
二
六
／
仁
宗
三
／
延
祐
六
年
七
月
丙
辰
。

⑩
㎎
元
史
㎞
巻
二
九
／
本
紀
二
九
／
泰
定
帝
一
／
暫
定
元
年
十
工
月
癸
丑
。

⑪
那
木
吉
拉
「
元
代
漢
人
蒙
古
姓
名
考
扁
（
『
中
央
民
族
学
院
学
報
隔
一
九
九
ニ
ー

　
二
）
、
李
治
安
「
元
代
漢
入
受
蒙
古
文
化
影
響
考
述
」
（
『
歴
史
研
究
㎞
二
〇
〇
九

　
…
一
）
。

　
田
州
零
氏
～
族
の
歩
み
は
、
弘
治
か
ら
嘉
靖
初
年
に
わ
た
る
時
期
に
活
躍
し
た
零
猛
と
い
う
人
物
に
お
い
て
、
最
も
劇
的
な
展
開
を
遂
げ
る
。

そ
の
生
涯
は
か
つ
て
右
翼
最
大
の
勢
力
を
誇
っ
た
田
州
府
の
凋
落
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
広
西
土
官
地
域
の
社
会
の
あ
り
さ
ま
を
窺
う
絶

好
の
材
料
で
も
あ
る
。
そ
の
い
き
さ
つ
は
噸
明
実
録
』
を
は
じ
め
、
円
匙
成
の
『
炎
微
紀
聞
』
、
嘉
靖
版
『
広
西
通
志
』
、
『
蒼
梧
総
督
軍
門
志
』
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な
ど
に
多
少
の
異
同
を
と
も
な
い
な
が
ら
記
録
さ
れ
、
出
代
に
い
た
っ
て
『
明
史
』
土
司
列
伝
と
し
て
整
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
『
界
氏
源
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

譜
』
に
は
こ
れ
に
物
語
性
を
附
加
し
た
記
事
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
を
も
と
に
、
一
連
の
事
件
を
再
構
成
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
昏
黄
か
ら
数
え
て
第
六
代
田
州
府
世
襲
照
影
義
子
に
は
、
雰
號
・
雰
獅
・
零
猛
と
い
う
三
人
の
腹
違
い
の
男
子
が
あ
っ
た
。
末
子
の
零
猛
は
、

そ
の
母
親
が
零
博
の
寵
愛
を
受
け
て
お
り
、
ま
た
容
貌
が
峯
博
に
よ
く
似
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
父
親
か
ら
最
も
か
わ
い
が
ら
れ
て
い
た
。

零
號
は
父
親
に
疎
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
恨
み
、
弘
治
六
年
九
月
、
雰
博
を
暗
殺
す
る
が
、
雰
博
の
実
母
を
戴
い
た
府
下
の
実
力
者
黄
膜
と
李
蛮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
よ
っ
て
、
一
党
は
瞬
く
間
に
滅
ぼ
さ
れ
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
、
い
ま
や
府
政
を
二
分
す
る
こ
と
と
な
っ
た
黄
騨
と
李
蛮
は
、
時
を
お
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

し
て
対
立
し
、
黄
駿
は
時
の
両
広
総
督
の
援
助
を
取
り
付
け
る
た
め
、
数
え
年
四
歳
の
琴
猛
と
そ
の
祖
母
を
と
も
な
っ
て
梧
州
に
出
奔
す
る
。

一
方
、
残
さ
れ
た
李
蛮
は
府
下
の
誤
脱
の
守
り
を
固
め
て
田
州
府
に
た
て
こ
も
り
、
総
督
聖
書
の
命
令
に
も
関
わ
ら
ず
、
い
ま
や
黄
駿
の
擁
立

す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
雰
猛
の
帰
還
を
頑
な
に
拒
ん
だ
。
そ
こ
で
兵
備
副
使
注
博
は
、
東
隣
の
思
恩
知
府
雰
溶
に
微
を
発
し
、
雰
猛
を
保
護
し

て
田
州
府
に
送
り
届
け
る
よ
う
命
ず
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
こ
の
思
恩
府
零
氏
最
後
の
当
主
零
溶
は
、
弱
冠
二
十
歳
そ
こ
そ
こ
の
若
者
で
あ
っ
た
。
史
書
に
通
じ
、
詩
才
に
も
恵
ま
れ
て
い
た
が
、
側
近

に
さ
さ
い
な
落
ち
度
が
あ
る
と
こ
れ
を
殺
す
こ
と
も
厭
わ
な
い
酷
薄
な
性
格
の
持
ち
主
で
、
部
下
か
ら
は
た
い
へ
ん
苦
れ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

零
溶
は
快
く
鋸
鎌
を
思
恩
府
に
迎
え
た
が
、
一
方
で
援
助
の
見
返
り
に
田
州
府
の
所
領
を
～
部
譲
り
受
け
る
べ
く
黄
駿
と
密
約
を
交
わ
し
て
い

た
。
零
猛
の
祖
母
は
孫
の
身
の
上
を
憂
慮
し
、
総
督
衙
門
に
雰
猛
を
保
護
下
に
置
く
よ
う
願
い
出
る
が
、
半
煮
は
黒
斑
を
拘
留
し
て
引
き
渡
そ

う
と
し
な
い
。
結
局
、
総
督
郡
煮
転
の
命
に
よ
り
、
弘
治
十
一
年
、
副
総
兵
欧
磐
と
縄
墨
使
程
点
描
が
兵
を
と
も
な
っ
て
雰
猛
の
引
き
渡
し
を

求
め
る
と
、
零
溶
は
し
ぶ
し
ぶ
こ
れ
に
応
じ
た
。
同
年
七
月
、
凝
縮
は
酒
城
知
州
の
素
論
と
と
も
に
五
万
人
の
兵
を
率
い
て
、
田
州
府
に
侵
攻

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

し
、
李
蛮
を
放
逐
す
る
。
零
猛
は
知
府
の
座
に
就
く
べ
く
、
両
広
総
督
欝
欝
の
護
衛
を
と
も
な
っ
て
再
び
府
城
に
帰
還
す
る
が
、
峯
溶
は
版
籍

と
官
印
の
引
き
渡
し
に
応
じ
な
い
。
弘
治
十
五
年
お
よ
び
翌
十
六
年
、
雰
溶
は
周
辺
の
諸
州
県
を
従
え
て
、
二
度
に
わ
た
っ
て
田
州
府
に
侵
攻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

し
、
大
規
模
な
掠
奪
と
虐
殺
が
行
わ
れ
た
。
雰
猛
が
帰
順
州
に
亡
命
す
る
と
、
零
溶
は
そ
の
職
官
を
廃
止
し
、
一
族
の
零
洪
を
立
て
て
田
州
府
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同イヒと異イヒ（山崎）

を
守
ら
せ
、
子
器
の
祖
母
と
妻
子
ほ
か
あ
わ
せ
て
百
人
あ
ま
り
の
婦
女
を
拉
致
し
て
思
恩
府
に
幽
閉
し
、
さ
ら
に
左
江
の
諸
土
州
に
む
け
て
零

猛
の
罪
業
を
数
え
上
げ
て
追
討
に
協
力
す
る
よ
う
撤
を
飛
ば
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
混
乱
を
重
く
見
た
墨
取
総
督
播
蕃
は
、
弘
治
十
七
年
（
一

五
〇
四
）
、
中
央
に
出
兵
を
奏
請
し
、
翌
年
、
湖
広
か
ら
の
援
軍
一
万
を
含
む
公
称
一
〇
万
八
○
○
○
の
軍
が
六
個
師
団
に
分
か
れ
て
思
事
府

に
進
攻
し
た
。
追
い
詰
め
ら
れ
た
雰
溶
は
敗
れ
て
自
殺
し
、
首
は
省
に
届
け
ら
れ
市
場
に
さ
ら
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
だ
二
十
七
歳
の
若
さ
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
て
思
恩
知
府
の
零
氏
一
族
は
滅
亡
し
、
同
府
に
は
流
官
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
こ
ま
で
に
見
た
よ
う
に
、
零
猛
の
前
半
生
は
こ
の
妙
な
く
波
乱
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
わ
ず
か
四
歳
で
田
州
府
を
出
奔
し
て
以
来
、

彼
は
梧
州
府
・
思
恩
府
・
帰
順
州
を
転
々
と
し
な
が
ら
自
分
を
取
り
巻
く
実
力
者
た
ち
の
問
の
争
い
に
翻
弄
さ
れ
続
け
る
。
一
連
の
紛
争
は
、

彼
が
保
持
す
る
田
野
長
府
の
継
承
権
を
め
ぐ
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
が
、
彼
自
身
は
強
大
な
思
恩
知
府
の
威
勢
を
前
に
な
す
す
べ
も
な
く
、
総

督
衙
門
の
庇
護
下
に
か
ろ
う
じ
て
田
州
零
氏
の
嗣
子
と
し
て
の
存
在
意
義
を
主
張
す
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
黄
験
や
李
蛮
な
ど
土
旨
と
呼
ば

れ
る
階
層
の
動
向
は
、
土
官
の
地
位
す
ら
左
右
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
弱
小
の
土
官
で
あ
れ
ば
等
号
と
し
て
土
目
た
ち
の
い
ざ
こ
ざ
に
振
り
回

さ
れ
、
最
後
に
は
余
計
者
と
し
て
暗
殺
さ
れ
る
と
い
っ
た
事
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
逆
に
言
え
ば
、
夕
曇
の
領
内
に
お
け
る
権
力
基
盤

は
、
こ
れ
ら
土
目
た
ち
の
力
を
い
か
に
抑
制
・
統
御
し
て
ゆ
く
か
に
か
か
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　
雰
溶
の
死
後
、
兵
部
の
議
に
よ
っ
て
思
恩
府
と
田
州
府
の
土
辱
知
府
は
廃
止
さ
れ
、
雲
南
知
歯
の
張
鳳
と
平
楽
知
府
の
謝
湖
が
そ
れ
ぞ
れ
布

政
使
参
政
に
昇
進
し
て
両
府
の
府
政
を
掌
る
こ
と
に
な
っ
た
。
寄
溶
の
母
を
は
じ
め
一
族
は
三
州
の
懐
安
県
へ
と
身
柄
を
移
さ
れ
、
妻
妾
た
ち

は
奴
蝉
と
し
て
京
師
に
連
行
さ
れ
た
。
雰
猛
も
混
乱
の
責
任
を
問
わ
れ
、
同
じ
く
福
建
の
平
海
衛
左
所
に
世
襲
千
戸
と
し
て
左
遷
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
海
量
は
こ
の
決
定
に
従
わ
ず
に
い
つ
ま
で
も
田
州
府
に
と
ど
ま
り
、
新
た
に
赴
任
す
る
は
ず
の
謝
湖
は
任
地
に
赴
く
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
零
猛
は
～
方
で
こ
の
書
誤
と
当
時
宮
廷
一
の
実
力
者
で
あ
っ
た
宙
官
劉
瑛
に
賄
賂
を
贈
っ
て
裏
工
作
を
図
っ
た

と
さ
れ
る
。
そ
れ
が
効
を
奏
し
た
も
の
か
否
か
、
最
終
的
に
零
猛
は
田
州
府
同
知
と
し
て
知
府
に
准
ず
る
地
位
を
留
保
さ
れ
、
前
総
督
の
劉
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

夏
と
播
蕃
が
変
事
を
招
い
た
か
ど
で
極
辺
充
軍
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
で
決
着
が
つ
い
た
。
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府
の
次
官
と
い
う
地
位
で
は
あ
る
が
、
よ
う
や
く
田
州
府
の
実
質
上
の
支
配
者
の
座
に
つ
い
た
雰
猛
は
、
広
西
土
司
の
中
で
も
有
数
の
実
力

者
と
し
て
櫨
覆
し
始
め
る
。
零
猛
は
戦
乱
で
荒
廃
し
た
府
下
の
遺
民
を
集
め
て
丘
バ
カ
の
再
建
に
努
め
、
官
軍
に
従
っ
て
外
征
に
参
加
す
る
こ
と

を
願
い
出
た
。
田
州
府
に
赴
い
た
官
軍
将
官
に
は
必
ず
贈
り
物
を
し
て
そ
の
歓
心
を
買
い
、
政
界
輿
論
へ
の
配
慮
も
忘
れ
な
か
っ
た
。
弘
治
七

年
、
念
願
か
な
っ
て
江
西
の
反
乱
鎮
圧
に
従
軍
す
る
機
会
を
得
る
と
、
沿
公
益
掠
を
繰
り
返
し
て
反
乱
軍
に
も
ま
し
て
憎
ま
れ
た
と
い
う
が
、

そ
れ
な
り
の
戦
果
を
挙
げ
て
指
揮
無
知
の
官
を
授
け
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
雰
猛
は
こ
れ
に
失
望
し
た
と
さ
れ
る
。
彼
が
も
と
も
と
望
ん
で
い

た
の
は
父
祖
以
来
の
知
府
の
座
を
取
り
戻
す
こ
と
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
続
け
て
い
た
将
官
た
ち
へ
の
付
け
届
け
も
惜
し
む
よ
う
に

な
り
、
官
界
も
以
前
の
よ
う
に
彼
を
持
ち
上
げ
る
ば
か
り
で
は
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

　
こ
こ
に
至
っ
て
、
雰
猛
が
周
辺
の
土
官
の
継
承
問
題
な
ど
に
介
入
し
て
絶
え
間
な
く
繰
り
返
さ
れ
る
中
小
の
戦
乱
が
、
官
界
で
も
い
よ
い
よ

問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
聴
の
両
広
総
督
銚
誤
は
零
猛
が
反
乱
に
及
ぶ
こ
と
は
な
い
と
判
断
し
て
征
伐
論
を
退
け
て
い
た
が
、
こ
れ
と

折
り
合
い
の
悪
か
っ
た
音
聾
御
史
か
ら
、
眺
護
の
息
子
が
零
猛
か
ら
多
額
の
賄
賂
を
受
け
取
っ
て
い
る
と
い
う
報
告
が
朝
廷
に
も
た
ら
さ
れ
た
。

あ
わ
て
た
挑
護
は
雰
猛
を
攻
め
る
こ
と
を
決
定
し
、
嘉
言
五
年
（
一
五
二
六
）
四
月
目
八
万
の
軍
勢
を
率
い
て
田
州
府
に
向
か
っ
た
。
零
猛
は

挑
護
に
あ
て
て
弁
明
の
書
簡
を
送
っ
た
が
容
れ
ら
れ
ず
、
義
父
の
帰
順
州
知
半
輪
璋
の
も
と
に
逃
亡
す
る
。
し
か
し
、
雰
璋
は
す
で
に
長
年
つ

き
あ
い
の
あ
る
官
軍
側
の
人
物
か
ら
田
州
府
の
征
伐
に
つ
い
て
知
ら
さ
れ
て
い
た
。
零
璋
は
も
と
も
と
自
分
の
娘
が
雰
猛
の
も
と
で
冷
遇
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
よ
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
万
一
彼
が
零
梅
に
味
方
す
れ
ば
、
帰
順
州
が
も
ろ
と
も
に
官
軍
の
征
討
を
蒙
る
の
は
明

ら
か
だ
っ
た
。
零
細
を
迎
え
入
れ
た
零
璋
は
宴
席
を
設
け
、
雰
猛
に
毒
酒
を
勧
め
て
自
決
を
促
し
、
進
退
窮
ま
っ
た
零
梅
は
つ
い
に
杯
を
仰
い

で
死
に
就
い
た
。
享
年
三
十
六
歳
で
あ
っ
た
。

　
長
年
孟
子
一
族
の
知
行
地
で
あ
っ
た
田
州
府
の
処
遇
は
、
総
督
衙
門
の
協
議
に
附
さ
れ
た
。
零
猛
亡
き
後
、
そ
の
後
継
者
は
と
い
え
ば
、
長

男
の
邦
彦
は
零
猛
に
先
立
っ
て
戦
死
し
、
次
男
の
邦
佐
は
一
族
の
武
靖
州
知
州
に
養
子
に
入
っ
て
お
り
、
三
男
の
邦
相
は
逃
亡
し
て
行
方
が
わ

か
ら
な
か
っ
た
。
邦
彦
に
は
芝
と
い
う
妾
腹
の
子
が
あ
っ
た
が
、
い
ま
だ
磁
裸
に
あ
っ
て
民
間
に
落
ち
の
び
て
い
た
。
眺
護
は
こ
れ
を
機
に
田
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同化と異化（山隠）

州
府
の
土
官
を
廃
止
し
、
流
官
知
府
を
置
く
こ
と
を
上
奏
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
大
州
府
下
の
土
目
の
盧
蘇
と
い
う
人
物
が
思
慮
府
の
土
目
王
受
ら
を
糾
合
し
、
隠
れ
て
い
た
吊
輪
相
を
擁
立
し
て
官
府
に
叛
旗

を
翻
し
た
。
こ
れ
に
続
い
て
、
死
ん
だ
は
ず
の
細
管
が
部
衆
を
集
め
て
蜂
起
し
た
と
い
う
流
言
が
乱
れ
飛
ん
だ
。
石
鎚
の
死
に
つ
い
て
は
当
初

か
ら
異
説
が
囁
か
れ
て
い
た
。
『
帆
影
紀
聞
』
に
よ
れ
ば
、
毒
杯
を
仰
い
で
死
ん
だ
既
製
の
蒼
は
、
官
印
と
一
緒
に
ま
ず
総
督
衙
門
に
送
ら
れ

た
。
と
こ
ろ
が
、
零
璋
は
そ
れ
が
届
い
た
こ
ろ
を
見
は
か
ら
つ
て
零
猛
の
胴
体
に
別
の
囚
人
の
首
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
軍
隊
に
投
げ
与
え
た
。

群
衆
は
こ
れ
を
八
つ
裂
き
に
し
、
興
奮
の
あ
ま
り
乱
闘
が
お
こ
っ
て
十
数
名
の
死
者
を
出
し
た
。
知
ら
せ
ば
た
だ
ち
に
総
督
衙
門
に
達
し
た
が
、

届
け
ら
れ
た
首
は
さ
ら
さ
れ
て
す
で
に
一
日
た
っ
て
お
り
、
こ
の
不
可
解
な
行
動
に
疑
念
を
懐
い
た
諸
将
は
零
璋
に
た
ぶ
ら
か
さ
れ
た
の
だ
と

憤
っ
た
。
良
政
使
の
厳
紘
は
、
零
猛
は
死
ん
で
お
ら
ず
、
道
士
銭
一
真
が
身
代
わ
り
と
な
っ
た
の
だ
と
い
う
説
を
主
張
し
、
さ
ら
に
、
心
髄
ら

の
反
乱
に
よ
っ
て
、
思
恩
は
す
で
に
陥
落
し
、
零
猛
が
安
南
の
莫
登
庸
と
結
ん
で
反
乱
を
起
こ
し
、
省
城
も
長
く
は
も
た
な
い
だ
ろ
う
と
ま
で

言
い
、
靖
江
王
府
の
宗
室
に
は
家
を
挙
げ
て
避
難
す
る
者
も
あ
っ
た
と
い
う
。
『
源
流
譜
』
に
よ
れ
ば
、
銭
一
真
は
逃
亡
中
に
自
殺
を
は
か
っ

た
藩
命
を
押
し
と
ど
め
、
帰
順
州
の
仁
心
を
説
得
し
て
恩
義
あ
る
雰
猛
に
な
り
か
わ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
犠
牲
も
空
し
く
零
猛
は
ま
も
な
く
逃

亡
先
の
洞
窟
で
急
死
し
た
と
さ
れ
る
。
『
黒
黒
紀
聞
』
の
記
述
に
も
判
然
と
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
真
相
は
決
め
手
に
欠
け
る
が
、
寄
猛
が

そ
の
後
生
き
て
活
躍
し
た
形
跡
は
な
い
。

　
零
話
の
死
の
同
年
、
大
越
す
な
わ
ち
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
は
、
軍
人
出
身
の
莫
登
庸
が
黎
氏
の
禅
譲
を
受
け
て
皇
帝
に
即
位
し
て
い
た
。
黎
朝
で

は
宗
室
の
内
紛
の
た
め
正
徳
八
年
を
最
後
に
朝
貢
使
節
を
送
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
中
国
側
か
ら
の
嘉
靖
帝
の
即
位
を
伝
え
る
使
節
す
ら
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

越
知
に
入
境
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
莫
登
庸
は
即
位
の
前
後
に
明
朝
に
遣
使
を
試
み
て
い
る
が
い
ず
れ
も
正
式
な
使
節
と
は
認
め
ら
れ

ず
、
明
朝
と
大
越
の
間
で
は
傘
下
十
九
年
に
莫
登
庸
が
鎮
南
関
に
出
向
い
て
投
降
す
る
ま
で
、
二
〇
年
以
上
も
の
あ
い
だ
朝
貢
が
途
絶
え
て
い

た
。
そ
の
た
め
中
国
国
内
で
は
、
莫
登
庸
が
明
朝
の
無
力
を
侮
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
は
中
国
に
侵
攻
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
と
い
う
噂
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

流
布
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
雰
猛
に
対
し
て
厳
し
い
措
置
が
執
ら
れ
た
背
景
に
は
、
広
西
の
混
乱
に
対
す
る
明
朝
の
動
向
を
注
視
し
、
そ
の
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実
力
の
ほ
ど
を
値
踏
み
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
大
越
を
牽
制
す
る
意
図
も
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
職
親
と
王
受
の
反
乱
に
よ
り
、
総
督
挑
護
は
混
乱
の
責
任
を
問
わ
れ
て
解
任
さ
れ
、
嘉
靖
六
年
十
一
月
、
後
任
の
王
守
仁
が
任
地
に
到
着
し

た
。
王
守
仁
は
使
者
を
派
遣
し
て
壮
言
と
影
響
に
投
降
を
勧
め
、
翌
年
七
月
南
寧
に
進
駐
し
た
彼
の
も
と
に
盧
蘇
と
王
受
が
精
兵
二
〇
〇
〇
人

を
引
き
連
れ
て
投
降
し
た
。
王
守
仁
は
、
田
州
府
を
州
治
に
降
格
し
て
零
邦
相
を
州
判
型
の
地
位
に
つ
け
る
こ
と
、
そ
の
下
に
土
巡
検
を
立
て

て
誓
書
ら
を
こ
れ
に
充
て
る
こ
と
、
さ
ら
に
田
寧
府
を
創
設
し
て
流
習
知
府
が
こ
れ
を
統
括
す
べ
き
こ
と
な
ど
を
上
奏
し
た
が
、
回
答
を
待
た

ず
し
て
宿
病
の
た
め
世
を
去
っ
た
。
後
任
に
は
彼
の
生
前
の
推
薦
に
従
っ
て
、
総
督
に
林
富
、
総
兵
に
張
佑
が
任
ぜ
ら
れ
た
。
田
寧
府
の
創
設

は
見
送
ら
れ
た
が
、
田
州
府
は
当
初
の
方
針
通
り
州
治
に
降
格
さ
れ
た
。
零
話
相
が
判
官
と
な
り
、
副
総
兵
の
潜
思
が
三
年
を
任
期
と
し
て
同

地
を
鎮
守
し
た
。
こ
の
こ
ろ
ま
だ
十
五
・
六
歳
の
少
年
だ
っ
た
様
相
は
、
難
題
が
息
子
と
し
て
養
っ
た
。
一
方
、
三
道
の
盧
蘇
は
布
伯
と
号
し
、

某
氏
復
興
の
功
績
に
よ
っ
て
部
品
に
圧
倒
的
な
影
響
力
を
保
持
し
て
お
り
、
虚
名
を
冠
す
る
ば
か
り
の
岩
相
と
の
関
係
は
日
に
日
に
悪
化
し
た
。

　
嘉
靖
十
三
年
、
土
目
た
ち
の
支
持
を
得
た
盧
蘇
が
雰
邦
訳
を
捕
え
て
殺
害
す
る
。
盧
蘇
は
総
督
陶
譜
に
賄
賂
を
贈
り
、
雰
猛
の
長
子
邦
彦
の

子
油
墨
が
野
州
に
帰
還
し
て
判
官
職
を
継
承
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
零
猛
の
次
子
邦
佐
が
そ
の
継
承
権
を
主
張
し
、
鎮
安
府
・
測
城
州
・
寄

州
・
那
地
州
が
み
な
邦
佐
を
支
持
し
て
出
兵
し
た
。
し
か
し
構
想
は
娘
婿
の
帰
順
州
土
工
雰
轍
の
救
援
を
得
て
こ
れ
を
撃
退
し
、
総
督
陶
諮
も
、

ま
た
そ
の
後
任
の
響
岩
や
藥
経
も
、
雰
岩
相
は
盧
蘇
の
報
告
の
通
り
病
死
し
た
も
の
で
あ
り
、
枯
芝
の
州
判
官
継
承
は
正
当
、
盧
蘇
は
無
罪
で

あ
る
と
の
見
解
を
と
り
続
け
た
。

　
こ
う
し
て
、
零
猛
死
後
の
田
津
の
混
乱
は
収
拾
さ
れ
た
。
盧
蘇
諜
伐
の
議
論
は
そ
の
後
も
再
燃
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
総
督
衙
門
を
動
か

す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
濠
州
と
思
恩
府
の
秩
序
維
持
を
図
る
上
で
、
盧
蘇
と
い
う
一
土
目
の
利
用
価
値
は
殺
逆
の
罪
状
を
差
し
引
い
て
も
あ

ま
り
あ
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
総
督
衙
門
の
態
度
か
ら
は
、
土
官
制
度
の
基
本
的
な
枠
組
み
が
維
持
さ
れ
て
い
る

限
り
、
そ
の
内
部
の
争
い
に
は
で
き
る
だ
け
干
渉
し
な
い
と
い
う
姿
勢
が
読
み
取
れ
る
。
夷
狭
を
外
に
し
、
嵩
む
る
に
不
治
を
も
っ
て
す
る
と

い
う
の
が
明
朝
官
府
の
基
本
方
針
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
各
地
の
発
言
は
い
ず
れ
自
分
た
ち
の
地
位
も
土
目
た
ち
の
反
乱
に
よ
っ
て
覆
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さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
戦
々
細
々
の
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
と
い
う
。
零
猛
幼
少
期
の
混
乱
を
み
て
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
も
と
よ
り
土
饅
あ
っ

て
の
土
樽
で
あ
る
。
土
目
た
ち
の
協
力
と
和
事
な
く
し
て
、
土
宮
一
族
が
代
々
世
襲
の
首
長
と
し
て
領
内
に
慰
事
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　
し
か
し
～
方
で
、
土
官
体
制
下
に
あ
っ
て
こ
そ
土
目
と
い
う
存
在
、
ひ
い
て
は
土
人
た
ち
の
社
会
が
、
省
や
総
督
の
直
接
の
干
渉
に
さ
ら
さ

れ
る
こ
と
も
、
外
来
の
漢
人
た
ち
に
飲
み
込
ま
れ
る
こ
と
も
な
く
、
独
自
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
営
み
え
た
の
で
あ
る
。
世
一
と
王
受
が
紅
土

帰
流
に
抵
抗
し
た
の
は
、
解
官
を
頂
く
社
会
体
制
を
維
持
す
る
た
め
で
あ
る
。
流
宮
地
域
で
官
府
や
地
主
と
の
軋
礫
か
ら
反
乱
に
及
ん
だ
人
々

は
、
山
地
に
立
て
こ
も
っ
て
官
府
へ
の
服
従
を
拒
み
、
追
討
が
大
規
模
化
す
れ
ば
現
住
地
を
捨
て
て
山
中
を
流
浪
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
熟
猪
で

あ
れ
、
下
人
で
あ
れ
、
は
た
ま
た
漢
人
で
あ
っ
て
も
、
た
と
え
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
定
住
生
活
を
営
ん
で
い
た
と
こ
ろ
で
、
ひ
と
た
び
お
尋

ね
者
と
し
て
慣
れ
親
し
ん
だ
土
地
を
離
れ
れ
ば
、
「
若
君
」
と
し
て
ど
こ
か
で
佃
戸
と
な
る
か
兵
役
に
就
く
か
盗
賊
稼
業
で
食
い
つ
な
ぐ
か
し

か
な
い
。
一
方
、
こ
う
し
た
「
猪
猿
」
が
、
耳
垂
へ
の
服
従
を
拒
ん
で
い
る
よ
う
な
地
域
で
は
、
土
官
を
置
い
て
こ
れ
を
向
化
さ
せ
る
こ
と
が

し
ば
し
ば
試
み
ら
れ
た
。
寸
地
の
文
明
社
会
に
対
す
る
敵
対
者
と
措
定
さ
れ
た
「
狢
猫
」
は
、
土
野
土
司
と
い
う
機
構
の
も
と
で
、
あ
る
い
は

狼
人
と
、
あ
る
い
は
土
人
と
い
う
新
た
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
編
入
さ
れ
、
王
朝
体
制
に
順
応
し
た
良
民
と
し
て
の
地
位
を
与
え
ら
れ
た
。
武
断
的

か
つ
闘
争
的
な
土
人
社
会
は
決
し
て
無
憂
無
風
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
は
な
か
っ
た
が
、
士
官
地
域
か
ら
駆
逐
さ
れ
、
山
中
を
追
い
回
さ
れ
る
こ
と

に
倦
ん
だ
「
狢
撞
」
に
と
っ
て
は
、
生
存
競
争
厳
し
い
民
族
の
る
つ
ぼ
で
命
を
つ
な
ぐ
た
め
の
有
力
な
選
択
肢
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

同化と異化（山崎）

①
以
下
の
記
述
は
、
主
と
し
て
『
明
実
録
騙
、
田
汝
成
糊
炎
徹
紀
聞
』
巻
一
／
零

　
猛
・
零
璋
・
事
事
李
賓
、
嘉
靖
『
警
語
通
志
瞳
巻
五
六
／
外
志
七
／
夷
情
、
噸
蒼

　
取
繕
督
軍
門
志
㎞
巻
一
八
／
討
罪
二
に
基
づ
く
。
な
お
、
闘
織
す
る
先
行
研
究
と

　
し
て
、
前
掲
四
注
①
谷
口
房
男
「
思
恩
田
州
反
乱
始
末
記
」
が
あ
る
。

②
噸
炎
徹
紀
聞
㎞
磯
廣
西
通
志
㎞
・
『
源
流
霊
山
に
滋
藤
の
名
は
見
え
な
い
が
、
こ

　
こ
で
は
欄
土
官
底
簿
㎞
と
糊
蒼
栖
総
督
軍
門
志
㎞
に
従
っ
た
。

③
『
源
流
譜
㎞
で
は
、
実
の
息
子
に
官
印
を
奪
わ
れ
た
雰
濾
は
悲
憤
の
あ
ま
り
病

　
を
発
し
、
黄
膜
と
李
蛮
に
零
猛
の
世
話
を
頼
ん
で
血
を
吐
い
て
死
ん
だ
と
さ
れ
る
。

　
㎎
土
官
許
簿
㎞
で
は
、
謬
號
は
罪
を
催
れ
て
自
刎
し
た
と
記
録
さ
れ
る
。
一
方
、

　
隅
留
年
総
督
軍
門
志
軸
に
よ
れ
ば
、
九
月
望
夜
、
総
督
の
命
に
よ
り
水
軍
を
率
い

　
て
江
上
に
起
居
し
て
い
た
寄
濾
が
寝
込
み
を
襲
わ
れ
て
殺
害
さ
れ
、
翌
霞
に
は
そ

　
の
母
公
零
氏
と
黄
験
・
李
蛮
ら
に
よ
っ
て
寄
號
一
党
の
爾
清
が
行
わ
れ
た
事
実
が

　
記
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
後
者
に
従
っ
た
。

④
『
田
州
寄
氏
源
流
争
乱
で
は
、
零
搏
が
病
死
す
る
と
、
黄
駿
が
寄
猛
を
連
れ
て
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蒼
福
に
出
奔
し
、
李
蛮
が
単
独
で
寄
號
を
討
伐
し
た
と
さ
れ
る
。
実
録
と
同
様
に
、

　
李
蛮
は
忠
実
に
雰
猛
の
留
守
を
務
め
た
の
に
対
し
、
こ
れ
を
脅
威
に
感
じ
た
黄
験

　
が
総
督
鄭
廷
蹟
に
三
五
の
反
乱
を
訴
え
、
雰
溶
の
介
入
を
招
い
た
と
い
う
論
調
で

　
あ
る
。

⑥
欄
千
官
底
簿
㎏
巻
下
／
磁
器
軍
民
府
知
府
に
よ
れ
ば
、
零
溶
は
成
化
｝
五
年

　
（
一
四
七
九
）
の
時
点
で
数
え
年
三
歳
、
正
式
に
知
府
に
就
任
し
た
の
は
弘
治
七

　
年
（
一
四
九
四
）
で
あ
る
。

⑥
静
電
微
紀
聞
㎞
は
「
殺
接
螢
」
と
し
、
慕
靖
㎎
廣
西
通
志
輪
・
『
蒼
槽
総
督
軍
門

　
志
』
は
い
ず
れ
も
「
李
螢
走
」
と
す
る
。

⑦
髪
上
㎎
巌
西
通
志
㎞
・
欄
蒼
梧
総
督
軍
門
志
㎞
に
よ
る
。

⑧
萬
暦
欄
廣
西
通
志
㎞
巻
二
十
五
／
名
宙
／
皇
明
／
劉
大
夏
。

⑨
　
大
澤
一
雄
「
黎
朝
中
期
の
明
・
清
と
の
関
係
（
一
五
二
七
一
～
六
八
二
）
」
（
山

　
本
達
郎
編
凹
ベ
ト
ナ
ム
中
国
関
係
史
㎞
山
川
出
版
社
、
｝
九
七
五
）
。

⑩
田
汝
成
欄
炎
微
紀
聞
㎞
巻
一
／
趙
楷
李
簑
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
民
族
の
帰
属
や
分
類
と
い
っ
た
問
題
は
、
何
ら
か
の
定
義
を
下
し
た
時
点
で
常
に
例
外
の
存
在
を
覚
悟
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
狢
狸
」
も
土

人
も
あ
る
い
は
漢
人
も
、
す
べ
て
は
か
り
そ
め
の
合
意
の
も
と
に
類
別
さ
れ
た
「
民
族
」
に
す
ぎ
ず
、
数
百
年
も
た
て
ば
全
く
別
の
分
類
に
取

っ
て
代
わ
ら
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
。

　
明
清
時
代
、
両
広
地
域
の
地
方
宮
府
を
悩
ま
せ
た
「
狢
狸
」
は
、
今
日
の
瑠
族
・
三
族
に
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
う
る
概
念
で
は
な
い
。
「
狢

獲
」
の
語
に
は
、
賊
や
冠
と
同
じ
く
、
官
府
官
軍
に
対
す
る
敵
対
者
と
し
て
の
含
意
が
あ
る
。
そ
れ
は
一
面
、
言
語
や
風
俗
習
慣
な
ど
客
観
的

に
判
別
し
う
る
差
異
に
起
因
す
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
ま
た
同
時
に
そ
れ
は
、
漢
人
社
会
が
内
部
に
抱
え
た
矛
盾
を
外
在
者
に
転
化
し
、
体

制
秩
序
へ
の
順
応
の
程
度
に
応
じ
て
彼
我
を
分
か
つ
べ
く
、
文
明
世
界
に
対
置
さ
れ
る
「
他
者
」
と
し
て
生
み
出
し
た
「
辺
縁
の
夷
秋
」
で
あ

っ
た
。

　
広
西
の
「
土
人
」
は
宋
代
の
渓
洞
蛮
以
来
の
流
れ
を
汲
む
が
、
土
蛙
治
下
に
良
民
と
し
て
生
き
る
彼
ら
は
、
「
薬
食
」
と
は
別
個
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
で
あ
り
、
な
お
か
つ
流
心
治
下
の
漢
人
社
会
と
も
一
線
を
画
す
る
独
自
の
社
会
を
営
ん
で
い
た
。
明
代
の
土
官
は
、
所
領
の
帰
属
や
官
職

の
継
承
を
め
ぐ
っ
て
互
い
に
武
力
衝
突
を
繰
り
返
し
、
そ
の
戦
乱
の
絶
え
ざ
る
こ
と
春
秋
の
乱
世
に
例
え
ら
れ
た
が
、
他
方
で
は
ま
つ
ろ
わ
ぬ
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「
狢
狸
」
を
狼
兵
と
し
て
鷹
下
に
取
り
込
み
、
そ
の
強
圧
的
な
体
制
の
も
と
で
彼
ら
を
良
民
と
し
て
飼
い
慣
ら
し
て
ゆ
く
機
能
を
果
た
し
て
い

た
。
彼
ら
は
、
省
お
よ
び
総
督
衙
門
に
と
っ
て
も
広
西
の
安
全
保
障
を
確
立
す
る
上
で
不
可
欠
の
存
在
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
漢
人
士
大
夫
の
目
に
は
圧
制
の
極
み
と
映
っ
た
土
官
支
配
は
、
治
下
の
「
土
人
」
た
ち
に
と
っ
て
も
必
要
と
さ
れ
る
一
面
が
あ
っ
た
。

土
官
制
度
に
対
す
る
「
土
人
」
た
ち
の
支
持
は
角
蝉
の
州
県
支
配
に
対
す
る
彼
ら
の
根
強
い
抵
抗
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
制
度
的

枠
組
み
な
く
し
て
は
、
土
人
社
会
は
解
体
し
て
漢
人
社
会
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
う
か
、
流
浪
の
「
狢
狸
」
と
同
じ
く
漢
人
社
会
の
辺
縁
に
追
い

や
ら
れ
、
そ
の
政
治
的
迫
害
と
経
済
的
侵
略
を
避
け
て
山
中
を
逃
げ
ま
ど
う
よ
り
は
か
な
か
っ
た
。
「
土
人
」
た
ち
は
、
土
官
舎
司
と
い
う
制

度
を
彼
ら
の
社
会
に
固
有
の
も
の
と
し
て
内
在
化
す
る
こ
と
で
、
自
身
を
「
垂
下
」
と
は
異
な
る
も
の
と
位
置
づ
け
、
漢
人
社
会
と
も
別
個
の

集
団
を
形
づ
く
り
な
が
ら
、
そ
の
独
自
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
維
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
明
代
の
「
猪
狸
」
や
「
土
人
」
と
い
っ
た
人
々
は
、
従
来
、
壮
下
車
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
壮
族
と
は
現

代
中
国
で
制
度
的
に
定
め
ら
れ
た
民
族
分
類
で
あ
り
、
そ
の
枠
組
み
を
過
去
に
遡
ら
せ
る
こ
と
は
こ
れ
ら
の
人
々
に
対
す
る
正
当
な
認
識
と
は

い
え
な
い
。
「
壮
族
」
に
こ
だ
わ
ら
ず
と
も
、
本
稿
が
試
み
た
よ
う
に
、
明
清
時
代
の
民
族
呼
称
に
内
在
す
る
条
理
を
当
時
の
文
脈
に
沿
っ
て

読
み
解
く
こ
と
で
、
こ
の
地
の
「
民
族
」
な
ら
ざ
る
民
族
の
営
み
を
生
き
た
歴
史
と
し
て
甦
ら
せ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
単
な
る

王
朝
制
度
史
で
は
あ
り
え
ず
、
ま
た
い
わ
ゆ
る
辺
境
民
族
史
と
も
別
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
外
在
の
枠
組
み
で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
、
忘
れ

ら
れ
た
人
類
史
の
ひ
と
こ
ま
ひ
と
こ
ま
を
、
今
後
も
筆
者
の
力
の
及
ぶ
限
り
描
い
て
ゆ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

　
【
附
記
】
　
本
稿
は
平
成
二
〇
一
二
三
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
若
手
研
究
（
B
）
の
成
果
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
助
教
）
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　　　　　　　　　　　　　　　Assimilation　and　Alienation：

　　　　　The　Yao－Zhuang狢獲of　Guangxi　Province　during

the　Ming　Period　and　the　Cen　X一　Family　the　Chieftain　Official

by

YAMAZAKI　Takeshi

　　During　Ming　aRd　Qing　times，　there　lived　a　group　of　people　called　Yao－

Zliuang’狢獲，　also　kRowR　as　the　Yao　and　Zhuαng，　in　the　mountain　districts　of　the

Huanan　area．　They　were　sornetimes　taken　by　the　government　officials　as

barbarous　aliens，　who　threatened　the　social　stability　of　the　region，　but　at　tke

same　time　they　had　quite　c｝ose　re｝ationships　with　Han　society，　living　as　peasaRt－

workers　for　Han　land　owners．　ln　coRtrast　there　was　another　group　of　people

calied　Tu－ren土人，　the　people　of　the　land　or　natives，　whose　communities　were

spread　through　the　counties　and　prefectures　of　western　Guangxi　Province．

Speaking　a　language　belonging　to　the　Tai－Kadal　family　and　ruled　by　local

ch三eftains，　called㎏καπ弟宮or納豆土司，who　were　graRted　the　right　to　inherit

certain　official　titles　by　the　central　government，　the　Tu－ren　were　regarded　as　a

specific　ethnic　group　that　differed　from　both　£he　HaR　and　the　Yao－Zhuang．　On

the　other　hand，　the　Lang狼people，　who　were　organized　as　soldiers　under　the

tuguan，　were　very　slmiiar　to　the　Yao－Zhuang　and　vlrtually　ideRtical　to　the　Tu－

ren．　As　is　demonstrated　in　this　article，　the　compiex　relationships　among

ambiguously　delineated　and　overlapping　ethnic　groups　such　as　the　Yao，　Zltuang，

Han，　Tu　and　Lang，　were　much　more　complicated　than　the　simpiified　ethRic

demarcations　of　teday　would　suggest．

South　African　Coloured　ldentity　in　the　1920s　and　1930s

by

HORIUC｝II　Takayuki

　　In　South　Africa，　the　word　“Coloured”　refers　to　indigenous　people，

emaRcipated　slaves，　and　“mixed”　iBhabitaRts　in　and　around　Cape　Town，　whlle　in

（232）


